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〇 サンゼ ルス•オリンピックへ画 

日本勢再起への熱戦を展開 圓 

安藤純光酬 
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昭和57年度の H 本のナショナルチャンピオ 
ンを争ぅ第34回全日本総合ハンドボール選手 
権大会は、12月15日から19日までの5日間に 
わたって駒沢オリンピック記念公園内駒沢体 
育館•屋内競技場において開催された。 

ふりかえれば、今年度の日本ハンドボ—ル 
界は苦難の年であった。5月の第8回世界女 
子選手権大会アジア地域予選に韓国に敗れ、 
世界への道は遮断され、11月初のアジア大会 
に参加、ハンドボ丨ル界はもちろんのこと日 




<男子> 

ベスト 4 に勝ち残った湧永製薬、大同特殊 
鐧、本田技研鈴鹿、日新製鋼は、大方の予想 
通りの結果であった。この大会は毎度いわれ 
ているょうに、学生勢がどう戦うかが大会を 
盛りあげる大きな力になるのであるが、今回 
もまた学生勢のベスト 4 入りは残4 1 ながら実 
現しなかった。しかし、2闸戦で湧水と対戦 
した国士館火は>敗れ.たとは.いえ1:者湧永に 


本のスポーツ界から期待されながら中国に敗 
れァジァの「雄」の座をあけ渡し、一歩後退 
しなければならなかったのは残念であった。 
ロサンゼルス•オリンビックも目前に迫り、 
なんとしても この 苦難の年からぬけ出して飛 
躍の年に向ってスタートしなければならな 
い。この意味でも、•今回の全日本総合選手権 
大会のもつ意義は極めて大きいし、期待もま 
た大きいものがあった。 


くいさがった試合ぶりは称賛されるべきであ 
る。日本 リーグ を不鼪で終った本田技研に対 
戦した日体大に期待がもたれたが、わずか r 
及ばず惜敗した。 

関東学生リーグの勒者日大は、中-村荷役を 
破って2回戦でクラブ選手権大会«勝の滋賀 
クラブと対戦し、姿を消してしまったのは淋 
しかった。ようやく日本リ—グ2部%脱却し 
て4位となり、復調な0たかに見えた.太崎電 
気が、2部の二陽商会に延長戦の末敗れ去つ 


た。大崎をとがめるべきか、三陽-の-健闘を賛 
えるべきか。とにかく2回戦のハプニングで 

あった。常連湯沢クラブ、三景もそれぞれ日 
新、大同に善戦したものの敗れ去った。 

3 回戦べスト 8 に駒を進めたのは、日本リ 
I グ勢 5 、学生勢 2 、社会人チ ー ム 1 となっ 
た。滋賀クラブが日大を降しベスト〇〇への進 
出は注目されたが、大同との対戦では力の M 
如何とも L がたく敗れた。今大会の滋 ® クラ 
ブの健闘は、クラブ選手権大会チャンピオ： s 
の面目躍如たるものがあり、大きな拍手を贈 
りたい。 

学生選手権大会に初優勝して意気あがる犬 
阪体育犬は、桜門会を降して学生勢べスト4 
入りの 一 番手として本田技研との対戦は期待 
されたが、さすが本田技研の意地はこれを許 
さず、ついに姿を消した。また埼玉教員クラ 
ブを延長戦の末破り、栃の葉クラブに勝って 
ベスト4入りをねらぅ筑波大は、好調 Q 新の 
前に24対15と大きく敗れ、大体大ともども枕 
を並べて倒れ、学生勢のベスト4入りの夢は 
消えた。 

かくして、大方の予想通り準決勝戦に勝ち 
進んだのは、湧永、本田、日新、大同の口木 
リーグ勢となった。 

4強の対戦は熾烈であった。今シ—ズン西 
山の参加を得て好調をほこる日新は、大同 r 
くいさがり、予断を許さぬ好ゲームとなっ 
た。日本リ—グにおいて五〇〇得点といぅ偉 
業を達成し、いよいよ円熟したプレーを見せ 
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昭和 57 年 12 月 15 日〜 19 日 < 駒沢体育館 • 駒; K 屋内競技場> 


る々- 1-1 手蓰生の■好リ—ドと1一方新人ながら I 
シーズンを終ろぅとしている今"チームの大 
黒柱、 工—ス とし.てこのゲ—ムにも9得点を 
たたき出した西山の活躍、このゲームを推移 
する原動力であった。ゲ—ムは、前半の3点 
差がものをいって大同の決勝進出となった。 

準決勝戦での本田は、すばらしいゲームを 
展開した。前半を終って 13 対 8 と湧永リード 
で終了し、このままゲームが終るかと思わせ 
たが、後半に入って三本松の 4 得点を含めて 
9 得点、これに対して湧永は穂積が 1 点、山 
本がペナルティースロ ' ~を含めて 3 点、 4 対 
9 として同点、延長戦にもつれこんだ。延長 
戦前半は.〇対〇、後半に入って、日本リーグ 
最高得点率賞を6年連続獲得の松本の1得点 
がこの熱戦の終止符となった。 

湧永も必ずしも好調とはいえなかったが、 
本田のこの試合にかける闘志はすばらしいも 
のであった。充実したゲーム内客はスタンド 
をわかせた。 

そして、ファイナルゲームは、またしても 
湧永対大同の対決となった。両雄の対決は、 
そのまま現在の日本のハンドボ—ルの力を表 
現するものであり、幾度対戦してもその度に 
新らたな興味が期待できる。両チ—ムともお 
互を知りつくしたベテランプレーヤ^ ™ を駆使 
てのゲーム展開は、1瞬のすきも許されない 
緊迫感にあふれ、充実した内客は、まさにフ 

アイナルゲ-ムにふさわしいものとなった。 

前 Q '-£ でのゲームぶりからわずかながら大同 


に分があるかと 思われた。 大同は蒲生のペナ 
ルティ，—ス ロ— に つづく 得点に ょって 先手を 
とって スタ ー トした 。しかし、湧永5分を過 
ぎて生駒、穂積の連続得点で逆転、20分を過 
ぎて田口、大原の得点で今度は大同が主導権 
をとりもどし、前半を7対6と大同の1点リ 
I ドで終った。 

後半に入って湧永は、好調の生駒(この 
試<口7得点)の活躍で形勢をひっくり返し、 
大同が湧永を追ぅ形となった。湧永はシーソ 
I ゲ I ムを再度逆転す ると 中ばから3点のリ 
I ドを奪い、一進一退のゲームを終始優勢に 
進めて16対13で逃げ切って勝利をおさめ、4 
年連続6回目の栄冠を獲得した。 

<女子> 

女子の場合も学生勢が、日本リーゲ勢に対 
して如何に戦ぅかが興味のまとであり、この 
ことが本大会を盛りあげる力となる。しかし 
ながら結果は、学生勢5チームはともに 1 N 
、戦で姿を消してしまった。なかで東京女子体 
、育大は、大和銀行と対戦し善戦したが、1点 
に泣き駒を進めることができなかった。 

したがって、 2回戦以降は日本リ—グ所属 
チ—ムの対戦となり、 2回戦の対戦結果はリ 
1グの順位そのまま、上位チームがそれぞれ 
差をつけて準決勝に進出した。 

準決勝戦の一番手は、■大崎対ジャスコ戦と 
なつ食。この力—ドは、前回大会の決勝戦で 
顔を合せ、ジャス n が栄冠を獲得している" 


以後本年度日本リ—グ Q 対戦では、火崎が勝 
利し優位に立っている"来日以来2年を経過 
した李相玉、李京姖は、もてる力を十二分に 
発揮し、加えて西と三本柱をもつ大崎の得点 
力に対して寺沢、横山の得点力で28対23.の.結 
果は、ジャス コの 善戦と いうべきとこ 6であ 
ろう。 

立石電機対ブラザ—工業戦は、立石有利の 
前評判に対してブラザ—の戦いぶりは目を li 
はるものがあった。杏原、植田、そして增永 
を中心に展開した迫力あるゲームは、スタ y 
ドを沸かせた。 

ファィナルゲ—ムの立石対大崎戦は、大崎 
にとっては日本リーグの雪辱戦であったが Y 
果たすことができなかった。ドべルニャック 
が ft 傷し、本大会戦列をはなれている立石 tr 
藪田、木下、ィレッシュの活躍と、もち前® 
試合運びの巧さによって終始大崎をリードし 
て6年ぶり2回目のチャンピオンの座につい 
た。 

大崎は、西.、時實が活躍してよく戦ったが、 
たのみの二人の李が故障から不調で充分な戦 
力を発揮できなかった。 

さて、.今大会は出場チー ムの 戦力が接近 L 
て 初戦から充実した ゲーム が展開された。と 
くに 男女と も 準決勝、決勝戦は見ごたえのあ 
るゲーム となった。先述 のように 5 B 年はロ サ 
ンゼルス•オリンピックの予選が行なわれる。 
多少下向いた日本のハンドボ—ルを上向ける 
スタ^—卜 として、ふさわしい大会となった。 
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フットワークはフォーメーションから生まれます0 
だれが駆けても、 
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に N 点の 1 点を奪いとることがで 
きず、’溢沢リードのま.ま終了の笛 
を聞いた。両チ ー ムともミスの目 
立つ試合でぁった。 

一〇 I 〇〆 

K 皮た6/121112115骑玉教员 
载滋ブ2 31 12クチブ 
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〇…1点を争う緊迫したゲーム 
は延長戦にもつれ込み、最後まで 
予断を許さなかったが"筑波は埼 
玉の個人個人の執ようなまでの攻 
撃を粘り強く防ぎ、数少ない チャ 
ンスをものにして勝利を拿中に収 
めた。 

日本大 21moM 107 lf 中村 M 

〇…立ち上がり中衬は粘り強い 
攻撃でチャンスをうかが.うも©' 
の、今一歩という苦しい展開を 
つづけるのに対し、日大はまと.ま 
りもあり、攻めの動きのコンビネ 
I ションもよく、常にリードを保 
って前半終了 0 

後半、ディフェンスを立て E し 
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〇…立ち上がり重機が2点先行 
"これは，と思わせたが、走力、 
チクニックともにまさる日体大が 
あわてることなく 攻擊 をし、 5分 
には 逆転、 その後 日 体犬のぺース 
でゲ—ムの主導権を握り、得意の 
速攻で重機を振り切った。 しかし 
重機も最後までゲ^~ムを捨てず、 
好感の持てたゲームであった。 


湯 

クラ 


ブ 31 16T M 171 7 28 . 


トヨタ 

自動車 


得 0 0055049620 
丨藤橋関野野原田藤藤部 

佐高古菅近藤半斎佐阿 


幻崎一 

r 


一一 

白， 


FP 1 


K 

G 

;津厭木本藤木田井川本永 
ケ 


王城高相近鈴川香大久松 
得0 5170087000 


: 1左 |=5==|1 一 •;== 1111 =£. こ ll=l==f … =lllll=k=rrlll 二 1111 … 1一 … —.It 互 


QQA 回全日本総合選手権大会熱戦の跡 

湧永苦戦の末4連覊を達成 

-女子は立石が6年ぶりの優勝— 
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第 34 回全日本総合選手権大会は 12 月 150 から 19 日までの 5 日間、男 
子24チ I ム、女子 16 チ—ムが参加して激しい間いを展開した。 

男子は、湧永製薬が苦しい試合をつづけながらも決勝で宿敵•大同 
特殊鋼を破って 4 年連続 6 回目の優勝を飾った。 

一方女子の方は、ともに外人選手の活躍が光る立石電機と大崎電気 
の泱滕戦となったが、立石が大崎をふり切り、 6 年ぶり 2 度目の優勝 
をとげた。 
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0: ■両チ！ムとも前半動きが鈍 

く、 MBS も一進一退であったかの 
ちに国士火のベースとなるり後半 
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〇…体力、定力、技術の差は大 
きく、得点の示す通りワンサイド 
ゲーム であった。しかし、七戸ュ 
ニオンは最後まで試合を捨てず健 
闘したことは賞讃される。 

桜 S ： 会 341816 M 148}22 自衛隊興 


トヨタ車体はサイドからの攻撃を 
するが、国士大の GK がよく守り 
更に攻撃の動きも鋭くなり、若さ 
にあふれる国士犬が勝利を得た D 

1 g(IM 136)2 斗ニオー？： 


1]0 0 084 104 3005 
m 原藤口田野岡村坂藤島梨 

桜萩ぶ井新高金藤早加手高 

關井堯山賀見田川田田岡光 

S 堀須岩寿塩和西岡池村利 
#0 0 12 0 3 2 1100 3 


34 

7) 

T 

P 

( 3 ) 

22 


6 

3 

NJ- 


T 

P 


( 2 ) 

9 

IX 


〇…禝門会が前半呉の積極的な 
走りにやや押され互角の様相を見 
せたが、前半中頃からベースをつ 
かみ一気に勝負を決めた。 


/3 ■_ 5\ fe . 
日体大 41 182 l 13 I )28 ff 


東京重攒 


〇…前半、湯沢クラブの力に押 
され 15 対 11 と 4 点のリ I ドを fp ' し 
たトヨタ自動車は、後半必死に迫 
いすがり、 13 分には 1 点善とした 
が、骚沢の粘り強いディフヱンス 
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〇…実力が同じ両チームの試合 
は、最後まで決着のつかない好ゲ 
1ムと なったが、勝利の女神はわ 
ずかに三陽に微笑んだ。 

大崎が先行し三陽がそれを追ぅ 
展開でゲームが進んだが、お互い 
に決め手に欠け、後半終/直前の 
金子のシュートで三陽が同点とし 
延長を迎えた。延長に入ると三陽 
が先手をとり大崎が追ぅ形となっ 
た。2名の同時退場者を出しなが 
ら三陽が踏んばり、大崎をふり切 
った。両チームとも GK め好守の 
光るやや大味なゲー•ムであった。 

大体大 381820 II 13 I 5 V 桜門会 

〇…優れた個人技の桜門会は卜 
リツキーなプレ-~~を fe りまぜて絶 
えずり！ドするが、 10 分過ぎやつ 
と大体大が追いつく b 以後パ 1 7フ 
ルなきびきびした太体大とべテラ 


ン揃いの桜門会の特長がゲームに 
もよくあらわれ一進一退がつづ 
く。. 23 分にや•っと逆転した大体大 
は多少疲れの見える桜門会をたた 
みとむよぅ K : リ^^ドを奪って前半 
終了。後半に入っても、前半で燃 
え尽きた感の桜門会に対しのびの 
びと実力を十分に胬揮する大体大 
は得点を重ね、余裕をもって勝利 
を収めた。 

^技藤農 1414 M 1412 Y 体大 
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るかに見えたが、日体大も佐々木 
を中心に速攻でくいつきゲームは 
後半に持ち越された。後半も終始 
本田のリードですすんだが、21分 
日体大•佐々木の退場を境に4点 
差がつき、結果的にはこの差が大 
きく意味を持った。 

日体大の学生らしい気力のある 
プレーが印象 nl 残る好ゲームであ 
つたが、本田に一日の長があう fc 
といえる。 

日新製鋼 291415M 9112 aar- 沢夕 


得 0 0141036410 
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〇…最後の最後まで勝敗の行方 
がわからない熱戦となった。立ち 
上がり本出は尾上のサイドアタッ 
クでリ ー ド、そのままペースを M 


〇…巧者を揃えた湯沢クラブが 
日本 リ—グ勢を相手に前半互角の 
健闘。菅野、半田を軸にオリン tf 
ック選手•斉藤が健闘、巧みなパ 
スワークからポスト、ミドルを打 
ち分ける‘。しかしながら、さすが 
に日新もよく守り、 若手 ナシ 3ナ 
ルプレ—ヤ—•西山らの銳い切幻 
込みで湯沢を崩した。湯沢は春.戦 
むなしく 敗れ去 •-' J たが、日本リ ー 
グ3 位の日新を相手 1 C 古豪 クラブ 
チ t ムの試合へのひたむきな姿勢 
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71C ] 城藤川駒積本賀田本本上田 

[ri 大弁浦生穂藤志戸松山池内 
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気迫のもこった中村は、日大©ミ 
スに乘じて追い上げ、10分過ぎに 
逆転する。その後、一進一退の好 
ゲームを展開した。残り10分を切 
り再びリードを 奪った 日大は> 前 
半. Q よい動きをとり戻し、粘る中 
村を寒さ.放した。 
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寮 23(914 m 32'9)21 千葉教員 


04731000305 
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〇…立ち上がり千葉はシユ ート 
がパ当り、また三景 GK 0 好 
守にはばまれる。その間三景はマ 
イぺ I . K で試合を展開。しかし、 
千#も15分頃桜井のミドルシュー 
卜から追い上げ、9対14で前半を 
終了 0 


後半：干葉は連続2点ゲット、 
22分には点差と追い上げる。こ 
こでペナルティ！を浅原が U ずし 
三景のぺース士まはもや展開、結 
局は2点差を追いつくことができ 
ず二景の勝利に終る。千葉の立ち 
上がりの不調が惜しまれるゲー •ム 
であった。 

▽ 2 回戦 

湧永製薬 2 (10101116)17 国士館大 


〇…1:5分頃までは湧永には固さ 
が残り、国士館 GK の好守もあっ 
てパスミス崩れの速攻を招く場面 
が続き、国士館有利になるかに見 
えたが、20分過ぎからは津川が要 
所を.締めるミドルシュ_—卜を決め 
安定をとり戻した。 

国士館もよく粘り、ピストル的 
シュ—卜が多かったが健闘したと 
いえる。 

湧永は生駒、池ノ上の欠場場面 
では。ハヮーに變化がみえすぎるの 
が気.： y なった。 
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ミシンから… 

エレクト ロ；！ クスまで、 


エ業用ミシン•家庭用ミシン•電子機器 
編機.家庭電気製品 • 縫製附帯機.器 
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営条本部東京都新宿区睽舞伎町打 
苗話 03(203)8241 {大代表> 


得 000015212112 
g 田崎兼藤井生玉森川并中 
P 角 
g 野山吉安原朝児杉田武田 

y ---- / r \ -1 XV 

GK ¥ • 1 S 

%id 巍 — gl 顔 

[0西三徳吉洞脇甲髙西藤 
^0-00160030482 


得 35 010 ID け QK4 

: P 田 ffl 月塢藤 川 〇紂崎藤原 

5森宮永禺伊出田：！：0内金 

K 上静•斎藤 〆 
G _ Fv^ _ 下野 /) 

gi 田 mjs 藤波上田本崎田 

S 石太位伊能井武岩村林 
得 0021951050 


滋賀が逆転、以後 GK の好守と粘 
り強いディフヱンスで日大の攻撃 
をよく守り切った。 

一進一退の好ゲームであった。 

niM ^ 三景 

得007-22002110 115 
g 村 S 飼馬園村 山 塚藤田部 ) 

LH 中野犬中地奥藤飯近山溝 . 

K P/S. 島崎ご T 

9 )F*^i±jip 

gf ^ r 村中口山原本田生#川輪 I 

[ A 柳上田田桐大中浦蒲更市花, ( 
得00770413602〇 一30 

〇…試合前®練習で溝部をアキ 
レス腱切断で失い苦しい 一.--,景、懸 
命に挑戦するが壁は厚く13分過ぎ 
によぅやく初得点。大同は立ち上 
がりスピード、リズムとも今一つ 
不足、15分過ぎ頃から次第にリズ 
ムに乗ってはきた私凡ミスの目立 
つ前半だった。後半、大同がメン 
バー チ H ンジを激しくしたととも 
あるが、三景も思い切りのよいブ 


の巧技で追いかける本田が大体大 
を とらえたのは 前半残り2分。後 
半立ち上がり佐々木の連打でや- -5 
とぺースをとり戻した本田は 161 
12 とリー ド。 結局®:負を決したの 
は25分。本田の退場のスキをつけ 
な•かった大体大に悔いが残るであ 
ろう。 

日新製鋼 24 12T2M 9 6' lr 筑波大 


〇…パヮフルな個人技の日新に 
対し、学生ら，しいはつらつとした 
筑波大はよくくい下がり、前半20 
分まで3点差の好ゲ—ム。その間 
両 GK の美技があり湧いた。緊張 
感の切れたのは学生のミスが 


レ—で追い上げ.たが"大勢 tc 影響 

を及ぽすに至らなかった。 

▽準々決勝 

湧永製薬 231 U 2 MZ 312 一-陽商会 
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〇…4年連続6回目の優勝を狙 
ぅ湧永製薬は、立ち上がりから高 
いディフヱンスで三陽商会のシュ 
丨卜をはばみ、攻めては多彩な攻 
撃で力のこもったシュートを三陽 
ゴールに叩き込み着々と得点を重 
ねた.。三陽も速い横の揺さぶりで 
湧永のディフ i ンスを崩そうと試 
みたが、最後まで厚い壁を破れな 
かった。 

S 田技麵 3M11S 大体大 

〇… 日本 リーグ勢への学生陣の 
挑戦、次々と敗退する中で最後の 
切り札は大体大でぁった。その期 
待に応えて、大体火は本田打倒に 
あと一歩まで迫った。 

前半は、玉村のロングを軸に終 
始大体大のリードべース。佐々木 


が好惑のもてた I 戦であった。 


筑波大 ilffg ) 二河讀 


^ 00501050 ^ 4-0 
#] 福下由先山本西出口嘉橋 

§ 河中山小大滝名高、 
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# l ! n 崎兼務井生玉森川井中 

山吉安原朝児杉 m 武田 
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〇…立ち上がけ栃の葉にリード 
を許し..た筑波大は7分ペナルティ 
1を足がかりにして連取、あっさ 
りと逆転してそ Q まま主導権を握 
ぅた。その攻撃は、.若さにものを 

い b せよく走り、ロングに-刀ット 

イン、ポストと加点、 GK の好守 
もあ. D 盛り上がりを見せた。 I 方 
0栃£-粟もべテランの味を'みせ、 

1 f 七 -'' n - に n ンビブレーや個人技の美 
hi 出した が、筑波 0 ディ -7X ン 
スの近くで Q 攻めは#調な攻めと 
なり、大寒.で敗れた。 
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1 Jm 2 i . l 6 i 3)19 n . 


大 


な.シュ—卜を決めて慶位に立った 
滋貨ク|フ.ブに対し、日大は若さで 
-¥ い MM をみせ必死にくい F がり 
26 分 r 同点に追いっき1点 yi ド 
して P 半を終了。後乎5分遇ぎに 
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16 ¢0) PT ⑴ 13 


7 (0) PT (0) 26 


22 (3) PT (3)19 
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西木内田崎田山玉 
竹 

火八木 .0 r 山藤丸小 


合時間の経過ととも . y 点差は 6 b_ 
くばかりであった。実力の差はい 
かんともしがたい大体大にあつて 
G-K 竹山の度重なる攻守は非常に 
印象に残った。 

龙国銀行 24(212M310j13 滋黄ク 
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得001740003100 


〇 〇 1.6 5 4 2 2 114 
15 木山野原下村田山園杈藤 + 

LU 荒栗姫桑木岩葱喜氲是近力 


沉 爭3 

g 山田田勢虽川并沔上本山田 

竹.吉塚伊大小筒望池松森藤 
^ 0021-00111010 


本のカットからの独走でついに延 
長戦となった。 

この熱戦に終止符をうった . の，は 
湧永 • 松本 0• ポスト。湧永 GK の 
井藤の好守が光った。 

馱殊 _22ml 以 )19 日新製鋼 


^002230002190 
初川出田見瀨若野木山井 
ssf 泉ヶ森 ， 
[.0 西三，徳吉洞脇日高西藤 

K prl. 斉 ill 

G FI 審野 j 
g 川村中口川原本田生谷輪; il / 

: h 柳上田田柳大中浦蒲更花市 
得〇 003621360 10 


る湧永が、生駒をよくぅたせて終 
始安定を見せたのに反し大同は局 
部的な攻防場面にプレ'—ヤーがか 
たまり過ぎてボールが散らず、诱 
永 GK • 井藤 <£)• 好 > もあう . て■於 
及ばなかった。 
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〇 :• き ^ き ' ひとプレ t 寸る割に 


▽1 回戦 

立石電機 il 机 N 61 ) 7 大阪体大 


〇：•日.本 y ! グ 1' 位に挑む学生 
4位の大体大、立ち上がりに攻撃 
ミス QH 立.つ立石であったが、さ 
すが：に守- t >- はか女ぐ大体大につけ 
入るスキを与えず#点を重れ 、 M 


がつづいたが、 .15 分口新の吉見が 
肩を痛めて退墙した Q がひびき追 
い上げがならなかった。若.い日新 
のはつらつとしたプレ '1 が目立っ 
た。 

▽決勝 

f 製薬 60672射ヰ綱 
〇 … 蒲生がぅてば生駒がぅつ、 
雑踏の中をぬって、挪川、山本、 
松本が速射砲のごときシュートを 

うつ。 

真に白熱の試合内容となった 
が、 M みと幅にまさる攻撃を見せ 


〇 … 日新は、立ち上がり西山の 
ロングシユ '— 卜、フリ . ース P — か 

らの得点で 20 分まで絶えずリード 
を保ったが、 20 分に大同は大原の 
サィドから ® 回り込 . んで ■© シユー 
卜で同点にし、蒲生のロング、速 
攻からの浦田のシコートと 5 点 m 
取して初めてリ — ドを -# つた。 
' 後半に入っても一 M I 退の式合 


出たのに乗じて m 新は I. 気.に差を 
開 <" 後半に人っても、かさにか 
かる：： a 新はパ 5 7- フルな ® きで加 ^ 
し " 対する筑波もコンビネーシ S 
■V で必死に頭 m- るものの日本リ — 
■クのしたたかさを見せつけられた 
ゲ -t ムであった。 
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CV. • 長短緩急自在を心得た大 11 
の攻撃には滋賀は全く力負けして 
散発的な得点内容は鮮やかなもの 
があったが、善戦といえよう。 


▽準決勝 
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〇…両チーム GK 0 
好守.もあってゲームは 
ひきしまった攻防戦と 
娜なり、最後まで接戦と 
m なった。 

1 ゲームは湧永が先 
f 行、それを本田が追い 
嗔かけるといぅ展開で前 
^^半を13^ —8と湧永リー 
ードで終了。 後半になる 
ノユと湧永の攻搫がセンタ 
の—に集まり攻めあぐ 
g み、ミスを拾って本田 
*1の速攻が決まり出して 
jl 21 分には遂に 15115 と 
0^同点。25分には 16 — 
g16 。 そして 28 分に湧永 
_にとつては痛恨の津川 
M の退場。本田171 16 で 
決勝点かと思わせた 


rf ■> が、残の.別.沙 m 永.山 






































15 (2) PT (2) 26 


19 (4) PT (6) 28 


9 (1 )PT (9) 34 


19 (0) PT (0) 28 


24 (2) PT (1)13 


16 (6) PT ⑸ 26 


辱00261522312 C 
a 木山野下内田山園枝藤ロャ 

[* 荒果姫木岩寂喜亀是近江# 

K ¥■ 


G 

_辻^ 


西木内田崎田山玉 
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得 0 051031410 


得 00450251910 • 
SCI 谷生田上輪原山打田屋水岸 

[0椿葛吉水大栗西手前土清 V 0 J 
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[ B 高天国高池石山上小吉 
得 〇 4002230035 


〇…立ち上がり両チ—ム共ミス 
が多く、盛り上がりの欠くゲ--ム 
となった。 

地力に勝る立石は、ポストプレ 
1、サィドアタックでぺ—スを' o ' 
かみ前半を14|6の差で折り返し 
ゲームを決した。 

北国も八木の強引とも思えるシ 
ユート等で時折反撃したが"攻め 
のパターンが単純で拙攻をくり返 
した感が強い。 
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g 本瀬本庭村田山前辺田， 

ts 撟深中桜呑森渖大渡安 
得 009000 3241 


〇… -H 体大2点先制で試合は始 
まったが、日立は日体大のパスミ 
スを捨っては得点をしてリ—ドし 
てから動きも良くなり全員が動き 
が軽くなる。 

日体大も良く頑張り点差をつめ 
るが、あまりにもパスミスが多 
く、それがディフ H ンスにも現わ 
れてしまぅ、日体各プレーヤーの 
パスミスが点差として出てしまっ 
た0 


得 O.C 
幻水淑 


>03330103000 
小瀨田部田林成原藤野江谷 
^ 田河 田 
rl 清岩広岡吉小石大佐水石藤 

K • 島 J 

G _,後藤 j 

7]添薮原内村永田屋崎下島岡 

[ 7^畑大杏竹中増植塩尾松小松 
得〇 00733434000 


得 480603021 

y 辺井城上村根光脇藤田田谷 

L [3 渡藤岩村門武池長染 

S f _ 

g 保谷口原木田地田贺木田 川 

h 久樽山河鈴山犬池伊高中芥 

ppocil 4 5 0100320 


末のアンダ ーシユートで ゲットす 
ると、15分迄立続けに速攻、セッ 
卜攻擊で7 1 〇と武庫川を跌盤の 
守備とスピードある攻撃でまった 
く寄せ付けず 14 |3の大差で前半 
を終了。後半に入っても全てに一 
枚上の技術を持つジャスコは武庫 
川の攻撃、ディフヱンスを构とせ 
ず実業団と学生との力の羞をまざ 
まざと見せたゲ—ムであった。 

▽ 2 回戦 

立石電機 26 2 T 4 M 9 6) 15 北国銀行 


人和銀行 il 99 II 107 V 東女体大 


得001800004221 
g 本浜木杉原川橋成添水谷 

K 松高鈴若千中高秋川若一 \x 

K P/? 松尾) 
G FS 福 ® 

M 川坪子木川山田脇池島村原 

C * 中大増鈴妹内喜宮小田二篠 
得 003600021410 
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〇…両チ—ム共、前後半を通じ 
て追いつ追われつのゲ—ム展開で 
あり、後半25分東女体犬が同点と 
し緊迫したが、残り5分大和銀行 
若水の左サィドからステップを使 
っての シユ！卜でリ I ドする。東 
女体大も最後までがんばったが、 
惜しくももう I 歩のところでパス 
ミス、キャッチミスがあり惜敗し 
た Q 


ジャスコ 


34717 M 6 39武庫川大 


〇…試合が始まるとジヤスコ ： y 


個々の力が勝る大崎の勝利に終つ 
た0 

日立栃木 il 414 M 910}19 日体大 


筑 r 狀大のハツラツした：プレーが続 
いたが4要所で入れた ビ クタ t 池 
田のディフュンスが"-艮くチーム 
をまとめ筑波大の反撃をとめた。 

x f ザ* 1241410 MH )3)13 ムネカタ 


〇…攻守に一日の長のあるブラ 
ザ—が追いすがるムネカタを I 方 
的に突き離した I 戦であった。敗 
れたムネカタは広田を中心によく 
攻めたものの、ブラザ—の厚い壁 
にはばまれ得点も思うように入ら 
ず、遂にブラザーに速攻をかけら 
れ自滅してしまった。 

大崎電気28141411109119東京重機 

〇…開始早々大崎の得点、それ 
に対する東京重機は早いボール迴 
しにより大崎ディフヱンスをかき 
みだし中本のシュートにより得点 
を重ねて前半14|9。後半は立ち 
上がりからジューキのぺースにて 
展開、大崎は7分間ノーゴール、 
大崎のコンビがうまぐかみ合わず 


〇…ビ クタ I は立ち上がりロン 
グシユ ートが決まら.なかったが、 
5 分 過ぎビクター武藤のパスカツ 
卜から 速攻が決まり出し T 丨スを 
取った が、逆に武藤のもどりがな 
いため K 1 筑波大のポストプレーが 
法まり 出し前半15分以後は筑波大 
ベ ー スで 進んだ。後半に人っても 


は#点.に結びつかずなかなか主導 
li を>.れずに苦戦の北国に対し" 
のびのびと思い切りのよい攻撃で 
いどむ滋贺が健闘し 15 分過ぎには 
同点、その後、 I 進一退の好ゲ— 
ム。残り 3 分 2 点差をつけて北国 
のべースで前半終了。後半に入る 
や"前半のよぅな思い切りの良い 
プ レ！が見られず ミスの 多くなっ 
た滋賀に対し、北国は速攻で加点 
し、10分過ぎには5点差をつけ、 
その後、時間の経過とともに差が 
開いた。北国の切れ妹が今一歩と 
いぅよりも滋賀の好ファィトが印 
m に残った。 

ru26m 3 M8 8)16 筑波大 
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〇…立石木下の アン ダ—ハンド 
シュ —卜が 見事に決って先制する 
も、ブラザーも全員で良く守り、 
立石 カ ー ヤのシュ ートミス をつき 
得点に結び好試合となる。前半ブ 
ラザ—の二；つの簪告が後半にひび 
き退場者が続き苦しみながらも同 
点で最後までわか&ぬ試合とな 
る。結局最後は立石ポスト カ ーヤ 
のポストシュ—卜が決勝点となる 
がブラザーも十分勝利の チャンス 
があったので残念だったろぅが、 
特にブラザ—〇仄の好守をたたえ 
たい。 

大崎電気 2 sr 3 I 5 Mm )23 ジャスコ 

〇…大崎電気立ち上がり、先取 
点をとり追加点を. Lyl - ドする。 
特に大崎電気の李相玉、李京姫の 


スピ^ —ド、動きと テターーック がす 
ばらしく 中央より、 およびサイド 
からのシユートが得点に結びつ 
き、4点リ—ドで前半を終える。 
後半、 ジャス コは大崎電気の ディ 
フヱ ンスの乱れを つき 反撃し観衆 
をわかせたが、 ジャス コの攻擊で 
の動きが得点に結びつかず敗退し 
た。両チ—ムとも準決勝にふさわ 
しい気合の入った好ゲ—ムであっ 
た0 

▽決勝 

立石電機 16 ~ 106m 7 5}12大崎電気 

得000040520023 
@木山野原下村田山枝藤 □ ヤ 

[* 荒 栗 姫桑 木 岩薮喜 是近江力 

§野田田嶋弁部渕實本相京 

£梅藤陽宮石渡徳時嘉李李 
得〇 0 4 10 10 4 0 0 2 0 

0…両チ ーム共、立ち上がり 動 
きがかたくミスの目立〇ゲ—ム展 



コが大和を振り切った。 

▽準決勝 
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得001300525002 
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G …ツ ー ポストを入れローリン 
グからガットインをねらぅビクタ 
に対して、早い出足でつぶしに 
がかるブラザ！は、相#のミスを 
上手，にさそい、速攻を主体に加点 
又炅身杏原のロングも要所を しめ 

1214 と大差で折り返した。後半 

ビ クタ-— の リター ンか & のカット 

インが ブラザーのディフヱンスミ 

スをさ そい、激しい迫い上げを見 

せ2点#-め白熱したゲームであっ 

たが、 ブラザーの必要なねばりあ 
る•攻守の前にビクタ—は 惜敗し 

与 

火崎健気 27( 1314 M 117)18 日立栃木 

〇 …立 * b 上がり大崎陽田のカッ 
トイン プ V 丨で速続2点 ゲット.、 
これで緊張が取れた大崎は S 点迄 
口立を G 点に押えてのゲットでゲ 
丨ムを 有利に進め前半をダブ ルス 
コア© リ| ドで 終了。後半 チ I ム 
の両軸 Q . 李選 f をはずしてゲ—ム 


を展開するが、日立は9点差の劣 
勢をばん冋出来ず結局総☆力に勝 
る大崎が勝利をものにした。 


ジャスコ 21 C 
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}14 大和銀行 


得〇 05671010 010 
1部村本沢村山岡里野囝田本 

^天木辻寺重横松今鷲石仲宮 
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Fp ( 審 


W ] 口本木杉原川渡橋成添水谷 

ひ春松鈴若千中馬高秋川若天 

得002200201340 
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〇…ジャスコ対大和の一戦は、 
前半立ち上がりに大和がぅまい攻 
めを見せ再三チャンスが出来た 
が、ジャスコ GK に好守されぺ一 
スをとりもどしたジャス コは 早い 
動きでボールを左右に振り、大和 
ディフ X ンスを広げぅすくなった 
所を、スピードあるたての突進力 
にものをいわせ着々と得点を重ね 
た。一方、大和もその後、いい動 
きを見せる.が時すでに遅くジャス 


開でスタート、4分大崎李京姫が 
負傷退場し非常に苦しい立場に立 
った。立石も3本の PT ミスで苦 
しみ前半1点差で終了。後半かた 
さの とれた大崎は、3連続得点し 
優位にたったと思ったが、 14 分か 
ら立石が大崎の ミスを ぅまくつき 
4連取して一気に勝負を決した。 
大崎は李京姫の負傷欠場が勝敗に 
大きく影響し、動きが単調になり 
相手に逆にチャンスを与える結果 
になってしまった。立石の 粘りと 
勝機をつかむ総合力が勝因となつ 
た。 



(写 K ■誌4 K 新聞社提供〕 


































日本 リ—グの第二 回 才—ル スタ！ 戦が 彳月 16 日、東京駒沢偉育館 
に約二干のフアンを集めて行われ、男子は湧永製薬を中心とした西 
軍が 2Ej22 で、女子も立石電機を軸とした西軍が 221I8 で勝〇た。 
男子©通算成績は彳勝 1 敗。女子は西軍の 2 勝とな 0 た。 

東軍は.前日集まって練習してお 
り、西軍はぶつつけ本番。コンビ 
ツーシ•ヨンでは東軍やや有利かと 


◊男子 

H ^26719 m 1.48)22 東軍 


〔評3勝敗の行く方は前半で決 
ま r たが、後半東軍の猛反撃にス 
タンドは多いに盛り上がった。 

西軍は津川、•穂積、山本0.ベテ 
ランのほか志貧、生駒ら昨年の全 
n 本 M 合で囲連勝した漢永製薬の 
環手が中抜となり、これに昇り調 
?、 y 葙製鋼の高木、大阪ィ！グ 
ルスの成瀬を細え強力たメンバー 

一方の東軍は全 F ] 本総合では湧 

永 fc 敗れたも0の、日本 y — ダで 

五適鹿を飾った大同特辣網0蒲 

鹿、大晴電気の好選手をそろえた 

布^阼年 fd 礙軍が踌つており、 
今一 T はどんな Mtl となるか、試合 
前は予断を許さなかった。しかも 


見られた。 ：：，—；， 
ところがいざふたを開けてみる 
と西軍が一気に突っ走 
ってし まった。立ち上 
がり他ノ上のジャンプ 
シュートで先行した西 
軍はその後も穗積、山 
本、高木の得点から10 
分までに^11とリ 
—ドを奪った C そして 
両チーム3点ずつを加 
え、814となった15 

分"両軍は大会の特別 

ルールで『1分間の作 

成タィム』.を取り、メ 

ンバーをすっかり入れ 

替无た。 

ここで気を吐いたの 
が13^年の総合で湧永 M 


勝の立て役者となった生駒だ。^ 
代するなり得意の富い.ジャンプカ 
からあっとい ぅ間に得点。蒲生を 
下げた東軍に さらに 点差をつけて 
しまった®さらに 勢いに来る西軍 
は成瀬の巧シュートに津川の味の 
ぁる得点を加ぇて前半で 1918と 
大量リードを奪って、安全圏へ入 


普 M の試合だった.ら，後半.には 
もづと差が南くところだ^東軍 
の必死に a き返しに後半.は形勢が 
一転した。佐々术が巧みに ra 軍守 
備陣を破ったあと、東軍は大原の 
速攻、斎藤©強シ.ュートなどから 
10分には20—. I 5-と5点差.に迫り、 

.13分には.蒲生の p T から4点差と 
した❹ 

しかし西軍はあわてなかった。 
ここで池ノ上、高木らが踏ん張り 
これ以上西軍に点差を縮めさせな 
い。また西軍がメンバーを全員入 
れ#えた後の17分、生駒が貴重な 
1点を加え、食い下がる東軍を再 
び突き離してしまった。 

m 軍は蒲生を フルタイム 出場さ 
せて挽回を狙ったが、前半の点差 
はやは り 大きすぎた。 

それにしても勝- JI . た西軍に とっ 
ては、この試 < n の最優秀選手に選 
ばれた生駒 Q 活躍が実に効果的だ 

った。 

〇…初の最镘秀選手に選ばれた西 
軍の生駒選手杖トロフィーを手に 
会心の表情を浮かべる。 

賞を受けるのは前回の敢闘賞以 
来だそぅで、『ぅれしいですね』 
の言葉に実感が‘こもり、西軍、東 
軍選手からも祝福の声がかけら 
れ、記念撮影ではテレ気眛。 

西軍の監齊を務めた木野.湧永 
監督も"直：®子〃の健闘にうれし 
そうで『昨年の全日本.総合以来、 
生騎は調子に乗っている。いまは 


シュ ー トを打てばほとんどが入る 
という感じだろうし1ハンドボー 
ルが一番楽しい時期ではないだろ 
うか』と説明する D 

これまで『.やや一本調子で、安 
定感に欠ける面がある』といわれ 
てきた生駒だが、このところめ：•成 
長ぶりには関係者も目を見張って 
ぃた。 

〇…35歳の大べテラン健在を見 
せたのが西軍の GK で先発出.場"し 
た大阪ィ—グルスの本田。ミ. ar ン 
ヘン、 モント リオー ルの両 オリン 
ピックで日本のナショナルのを'務 
め、現在は日本の強化スタッフの 
一員と して 若手の指導に当たらて 
いる。 

派手さこそないが、相変わらず 
カンのいいプレーで西軍勝利 fc . 貫 
献した C 

『もう若い人にはかなわない 
よ J と 本人はひかえめだが、現役 
としての 情熱が ある限り、プレ丨 
を続けて欲しい選手だ。 

◊女子 

S ¥228141199)18 東軍 

〔評〕西軍、立石電機の"外 A 
助っ人#ィレシュが：帰国中で、ま 
た東軍、大崎電気のェース李率娘 
も風邪気味でベンチに下がったま 
まとあつて試合は迫力 rc 欠けた。 

東軍は大崎、ブラザーエ業 、 H 
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本ビ クタ！、 日立栃木 0 混成。一 
方の西¥は立石にジャ K コ、大和 
鋇行、北国銀行のメンバーを組み 
合わせたチ ー ム。女子は男子以上 
に n レビ ネーシ ョンが 要求される 
ところだが、両チ I ムともパスの 
タイミング や、 ^攻の球出しが悪 
く"やはり選抜チ—ムの弱点を出 
してしまった。 

しかしそれでも目立ったのが西 
軍、本下の動きだ。前半 1 分先制 
シュ —卜を西軍にもたらした木下 
は"そ 0 後も東軍の甘いディフヱ 
ンスを突破して前半 6 得点の暴れ 
ぶり。この木下につられたよぅ 
.に、ジャスコの中軸、寺沢も小気 
味®いいプレーを見せ4得点と張 

易った。 

試介ほ前半5分までは313と 

得. nol 501310232000 

¥] 崎立崎崎崎崎 HH 崎ビエエビ立ビ 

P 人 111 大大大大ブブ大日ブブ日日日 

p CCCCCCCCCCCCCCC 

野生玉姫田田原渕村永内光田藤 

相西京 

梅葛李李陽植杏徳志増竹高前武 


K 

G 

\ify \r 


F 


(f® 


ャ石ャャャ石石国石ャャ石和！：和 

q ジ立ジジジ立立北立ジジ立火北大 

M, ccrvcccccfvcccccc 

@部木沢山 本 原 下 木村 村岡 田成田水 

矢荒^横 il : 桑木八岩重松鈒秋中若 

^ 0 0-7120810011100 


競り合ったが、5妗すぎから地力 
の差が出始めた。 

秋成の卩丁で勝ち越した西軍は 
東軍のミスにも助けられて 20 分ま 
でに 11 —5と6点差をつけた。 

東軍は 3 分に植田が決めたあと 
18 分に西が?丁を取るまで 15 分間 
無得点。その間 GK 梅野の PT を 
はじめ11本のシュ—卜を放ちなが 
ら一本も決められなかった•のはあ 
まりにお粗末。 

前半で優位に立った西軍は後半 
も八木、寺沢&が着実に点を重 
ね、 10 分には木下が、その直後に 
も辻本がネットに突き刺した。後 
半15分で西軍は 181 11 とさらに点 
差をひろげた。 

東軍は焦りもあってプレ—が空 
回り。やっと東軍が志村の得点か 

ら息を吹き返すかに見 

られたが、なかなかあ 

とが続かず、なんとか 

竹内、増永らの速攻か 

ら反撃し、後半を9 1 

8 と 1 点多く取っただ 

けにとどまつた。 

それにしても、モン 

トリオ ■ —ルオリ y ピツ 

ク以来低迷し.ている日 

本の女子を象徴するょ 

ぅな見せ場の少ない試 

合内容。オ ー ルスタ I 

というハンデイはあつ 

たにしろ スト— リンダ 

を取ら， れた り、.□(スミ 


S 


(4) 


) 


2 

2 


スが続出。スタンドからも嘆息が 
もれていたのはなんとも印象的。 
日本の女子の奮 M を期待したい。 

〇…『玄人にはプレーはもの足 
りなく、素人には楽しみの少ない 
試合』となったのが女子。 

オールスター戦で各チームの選 


抜というハンディは持つが、どう 
見ても玄人うけのする味のあるプ 
レーは出ない。苦しまぎれのスカ 
イプレーも息が合わず、パスもい 
まひとつ。 

スタンドを埋めたのが大半は 
中、高校生の若いファン。彼等に 


とっては先輩の n 本リ I ダ勢 4 D . プ 
レ—を見習おぅといぅ気はあって 
も、選手たちがこれでは。 

勝った西軍の井監督も険しい表 
情で『まだまだこれからですね，！ 
と反省。 

(共同通信•小 f . u 敏昭) 


第7回日本リ—グファン投票 
T シャツ当選者 

※第7冋日本リーグ期閭中各会場 
で ファン 投票を行ない、その投 
票結果から 1 月 160 の第 2 回日 
本リーグオ！ルスター東西対抗 
戦が行なわれました。多数のフ 
ァン投票の応募者に感謝すると 
共にここに T シャッの当選者を 
発表します。尚、 T シャツはこ 
の発表と同時に発送致します。 
<当選者> 

▽熊本県 

〇屮村さおり、两岡朋美、寺本ヒ 
ロミ(宇土市)、野田美智子(玉 
名郡)、増田智美 C 下益城郡) 
▽兵庫県 

〇斎藤靖範、野村千惠、山本真美 
(西宮市)、川上孝幸(神戸市) 
▽& 取県 

〇松下順子、鈴木名奈(境港市) 
▽愛知県 

〇衛藤由香、成田知美、高瀬真由 
美、寺沢直人、長谷川蔦子、加藤 
正之(名古屋市)、*松慶子、平 
野組子、三井ゆかり(知多郡 y 
雲井桂子、榊原純子、池田聡子、 
犬伏钝子、エ藤ひかる(知多市) 
鋰江浩子、吉川さとみ(常滑市) 
村山みどり、岩附小夕里(岡崎市) 
白井伸治(春 n 市)、中村齊鈀、 
鈴木崇交(東海市〕 

▽石川県 


〇天井崇、八百ともひで、若林 一 
夫、市川悦子、山本晶』•永野秀 
之、松本美和子、中田裕己、菅村 
重実、元地義之"庭田洋史(金沢 
市)、森萬保(小松市) 

▽広島県 

〇平原博司、 fe 田相子、山内礼子、 
脇田一慶、山本_、石風朗、金 
子正信、出木良雄(呉市 y 磯山夂 
美子、三田順子(広島市)、佐伯 
信治(貝塚市)、新谷二，三代(安 
芸郡)、小林友子(深安郡) 
▽埼玉県 

〇亀谷裕一(朝霞市)、田中徳郞 
(川: U 市)、平井孝治、田中由美 
子(富士見市〕、喜田和義、田中 
浩一 ( 蓮田市)、藤間裕美(行田 
市)、新由语(入問郡)、松崎勇 
(鳩ヶ谷市)、清瀨美佐子(東松山 
市} 

▽東京覩 

〇丸山文夫、松野英三(大田区) 
峯岸武司(葛飾区)宫脇直美(立 
川市) 

▽神奈川県 

〇長谷川忠雄、松本博桂、岩村直 
志美(相模原市)、尾作健次郞、 
(川崎市)、塚本弘美(横浜市) 
▽茨城県 

〇平林秀司.、小菅利明、逆井浩子 
(岩井市)、山本知子(水海道市) 
▽京都府 

〇村松由保.子、高田敏昌、入江真 
奈美、大西忠行、共？木和洋(京都 
市？. . 

▽大阪府 


〇東真千子(門真市)矢野桂子 
(吹田市)髙橋裕司、 i ノ潮渋子 
(岸和 田 市)佐伯信浩、水上良幸 
(貝塚市)外山玉子(塊布〇西田 
裕美子、前田栄姫(大阪市〕 
▽兵庫県 

〇池 D 1 孝子、門野真由美(明石市〕 
▽栃木県 

〇岩田江利子、機部恵子(据木批) 
和気^-子、堤' T 絵、大島みはる、 
篠崎良子、上 ra 桐 T -、 小林和子、 
商野知子(下都贺郡) 

▽三逛県 

〇安田宏司、桜井裕、水谷美紀、 
藤田光子、高橋浮子、岡村むつみ 
拓植尚美(四 R 市市}摂山11一佳 
(名古屋市)中弁元美(津市5 
▽富山県 

〇赤江由紀子、嶋秀之、山川直美 
(富山市)川上清志、屋喜真刑 
(氷見市) 

▽山梨目 t 

〇山口雅比古、渡辺浩、堀内英仁 
菅沼修、勝俱博之(富士吉田審} 
小林と.きえ、関戸博之{:南 S 留郡 ： j 
▽岐阜県 

〇宮 a 由美子(安八郡)武藤郁代、 
井戸田佳子(歧旱市〕鹿野真弓 t 大 
垣市) 

▽香川県 

〇堀加賀、森宏康、石原.通代、立 
山健、山本英津子、山田益実、_: 
野由登、松本実千代(高松市〕江 
崎仁美(大川郡) 

▽薪潟県 

〇弁 .iR 郁子.-' - -糸^川市〕 
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監督竹野奉昭 


反省からチャンピオンの座奪還に 


選手選考の経緯と 

大会対策 

昭和 56 年9月中旬、第 10 E 1 世界 
選手権東アジア地区予選におい 
て、中国、韓国を連破して代表権 
を獲得した。本大会は昭和57年2 
月下旬〜3月上甸、西独で開催さ 
れた 。結果は、 攻守の要である蒲 
生選手の失明寸前といぅ T クシデ 
ントもあり、不^一4意な14-位に甘ん 
じる ところと なつた。 

モスクヮ五輪、第10回世界選手 
権を目標にレギュラーメンバーを 
固定し、強化を図ってきた方針 
も、世界選手権終了と同時に目標 
をアジア大会、ロサンゼルス五輪 
に切り換えを図った。 

昭和 57 \印 4 月に.は、若手中心に 
チ—ムを構成、中国遠征を実施し 
た。敵地へ乗り込んでの6戦 4 勝 
1敗1分と善戦〃若手に S 信"と 
大きな収獲を得た。 

8月中旬、本田技研鈴鹿工場グ 
ラ - t ; ンドで1アジア大会出場選手 
選考合宿を挙行。試合会場がデリ 
丨大学グラウンドであることを考 
&し、罾さこ酎-? L る、コートに瞋 


れ るの2点を主眼とした。 

昭和57年度全日本 A 、 B チ—ム 
に ノミネ！. 卜された34名から25名 
を選出。 

〇アジアでの国際試合経験歴を重 

視 

〇国^大会に通用する個人技術を 
有する者 

〇体格面で秀れている者 

の3点に重点をおいて選考し 
た。 

GK は大畑、井藤の国際試合に 
豊|一な経験を持つ2名' t 学生#の 
大型〇尺矢内。 

FP は蒲生を軸に、生駒、池ノ 
上、志賀の大型ロングシユーター 
およびポストマンの4名に、現在 
ロングシユー タ— として成長著し 
い西山、将来性豊かな 田口、 猪 
野、高木を加えた D 両サィド用員 
は、 キャリア豊富な 山 木、斉藤に 
小兵ながら変幻自在のテクニック 
を持つ松井と左腕の長野、前回ま 
での攻守の要で あり キャプテンを 
務めたベテラン津川をコーチ的役 
割をも考慮して選出した。コーチ 
会議にょる0尺3名、孖?14名を 
強化委員会および常務理事会の承 


認を得て決定した。 

日本リ！ダ、国体などの国内火 
会が続き、全日本チ j ムとしての 
チ！ム作りには時間的に困難を極 
めた。しかし、新旧の切り換えを 
したとはいえ、数年来の常連がメ 
ンパーの大半を占めていたこと 
で、各種大会の日程の合間を利 
用、強化合®を強行することが山 
来た0 

日本がアジアで洳1の座を持続 
し 得ているのは、防鐵力によるこ 
とを再確認することと、攻撃にお 
けるポストマンの養成を図った。 
当然のことながら、コンビネーシ 
ョンプレーの充実と基礎体力の向 
上に主眼をおいた。グラゥンドに 
タラ フレックスを敷いた試合 nt 
卜といぅのは初体験であり、®、 
汗、砂等とシューズの問題を配® 
し、 タラ フレックスを取り寄せテ 
ストを繰り返した。 9 月中旬の J 
〇〇アジア大会寧前調査0,に^わ 
り生活環境、競技施設等を実際.に 
見聞したこと、各競技団体の方々 
と接する機会が多かったことな 
ど、心の準備が出来、大変ブラス 
であった。 

アジア大会で初めて実施される 
こともあって、各国©.技術、およ 
が審判の判定基準を研究すべく、 
YTR テレビ等を現地に持ち 迈 
み、平岡コ— チが 専門分析する こ 
ととした。 


一12 — 




i :. 個人得点記録〕 
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昭弘清二司二透嗣利明夫司 一 浩広忠 
良 ' 俊幸伸幸勝晴靖孝栄孝英計 

川贺山本藤本野井口4:駒ノ野内畑藤合 
津主西高吝山長松田蒲生池猪矢大并 
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11/30 CHI 
11/ 28KOR 
11/ 26 KUW 
11/25 W D 
11/23 UAE 


現地の コン ディ 

ショニング 

選手団0第3陣でデリーに人っ 
た"平閊コ|チが先発隊として練 
習会塢の状況、選手の生活環堉調 
査等、準備を整えてくれたことが 
大きくプラスした。 国内での選手 
たち-9情勢が冬期シーズンであっ 
たこと と、試合、練習が屋内であ 
ったことから、 テリー 到着後 2 ^ 
3 U は、著さ.に慣れるべく、時間 
带を考蔥し 、走り込むことによ っ 
て体力^^を図った。特に個人技 
術. 0 M ® 練習を重点的に、コンデ 
イショソ調整に配慮した。試合コ 
T 卜とな る タラ フレックス 0-コー 
卜は、デリ ー 大学の本会場とサブ 
コ|卜の二面のみで、その上ア！ 
チュリー会場と電なり、本会場で 
Q 練習は出来なかった。唯一の練 
習 n I --1 も、 タラ フレックスが 突 
全な 伏： II で整備されていなかっ 
た □激しくストップ、 タ ーンをす 
れば タラ フレックスが はがれる危 
険： n 丨ルボ スト U 崩れる寸前、ゴ 
丨ルネットば不完全、 ラインテ！ 
プ.は^備、コート周囲は防壁がな 
く、?# M に練習出来る状態ではな 
かった n 練習のほとんどは空軍基 

地の芝生のグラゥンドであった。 

n ンビネシヨンを#徵とする 

日本チ—ムにとうては大变なマイ 

ナスであった。 

試合時問が午前9時1卞悛2時 


と定められており、朝.食、昼食の 
時間的配嵐に頭を痛めた。コンデ 
ィシヨン作りに大変な苦赍があっ 
た。試合会場と選手村との移動が 
バスで1時間、午前9時の試合に 
は、5時30分起床、6時朝食、7 
時選手村出発、8時会場到着、9 
時試合開始、といぅ点から、ウォ 
1 ミングアップが大きな ポイント 
になった。特に午後2時からの試 
合は、選手村の食堂が 11 時 30 分に 
才1ブンすることから昼食がとれ 
ず、各自、日本食の差し入れ等に 
よる 昼食で会場へ出発す る ことに 
なった。バスに よる 移動 も 騒音が 
激しく心身のバランス■を崩すこと 
が多かった。試合の時間帯の関係 
から、日•の出、日の入りの時 、 G 
K が直射を受けたこと、 タラ フレ 
ックスに反射して光によって、ブ 
レー面にマイナスを作った。.@の 
下にスミを.塗るなどの配慮を失し 
たことだけが後悔となった。 

一方、選手村での生活は、広い 
敷地、警備体制の充実により'、 
水、食事を除けば快適であった a 
これまでの体験した大会では、各 
国選手の出発時間が同じで、トイ 
レ、ジャワーなどの点で気苦労が 
多かったが、今大会では各階に卜 

イレ 、シャワ—があり、混雑は避 

けられて楽だった。ただ水洗の 

水、シャワ I の水の M 0 少なさに 

は閱口した。こ0点にも疲労回沒 
が光分であったとほ思われない。 


唯一の気分転換は、サッカ，-チ 
丨ム、水球チ—ムを応援に行くこ 
とであった。緊張感がほぐれ、他 
競技の選手たちと交流することに 
ょって連帯感.を呼び、使命感を自 
覚が芽ばえ.たょぅに思われる。 

総 評 

初戦、対アラブ首長国連邦戦 
は、勝敗は别問題であった。著し 
く変化した環境でコンディション 
調整を考えての戦いであった。ベ 
テランの津川、特殊技術の秘密兵 
器松井、長野をメンバーからはず 
し、若手にキャリアを積ませる意 
味も含めて戦い.に臨んだ。攻防の 
パランスにおいても順調な戦いぶ 
りであったし、個々の選手が特長 
を生かしたプレーで-0.本らしさを 
発輝 b た。 

山本、蒲生はさすが V 将来のエ 
1ス西山が充分その真価を発揮し 
た。ディフヱン.ス面での失点19が 
不満。インド戦は前半 30 分には 12 
14もはやゲームとしては勝負が 
あった。取ろぅとすれば30点はお 
ろか、35点位の得点は可能であっ 
た。しかし、ゲームとしては対ア 
ラブ戦の反省か&、失点を少なく 

が成功して、満足のいくゲームで 

あった。個々では、西山、生駒 

が、 H 丨ス蒲生〃に続く国際選手に 

育ちつつあることを認識した。攻 

訪0切り換えにもう少し緩急のア 
ク七ントをつけなけれ.ば、肪■の 


良い相手には苦戦を強いられそう 

である。ィンドがョーロッパとの 

交流を深め、強化に本腰を入れる 
ようだと、相当の力をつけるだろ 
50 

対クゥヱート戦は過去|度、ク 
ゥ X —卜に苦杯.をなめた経験があ 
る。 H 本選手には劣等感はないも 
のの、クゥヱート側にはあわやも 
う一矢、という意気込みがあっ 
た。チ—ムカに相当の差があるも 
の办、闘争心、個々のもつパヮー 
と強引なプレーが目立った。久し 
ぶりの上位国の対戦で、立ち上が 
りこそ緊張感があったが、防禦力 
に勝る日本が余裕のある試合運び 
であった。 

韓国戦は若さと脚力を生かし 
た、攻撃の韓国と前半、立ち上が 
りから1点差を争う激しい試合で 
あった。前日に中国戦で28対29で 
惜敗し、この決勝卜—ナメントの 
第1戦である日本戦に異常な執念 
を燃してきた。日本はデイフェン 


スを9!き気味して、次0ディフエ 
ンスがロングシユートをカットす 
る作戦であったが、直射日光をま 
ともに受け、卩?と〇?0ユンビ 
ネ—ションがかみ合ず、常に先手 
を取りながらも前半リードで終 
了。後半は、積極的なピストンデ 
ィフヱンスで前につめ、韓国の攻 
撃の動きを封じて2点差にはする 
が、3点のリードが出来ず苦戦す 
る。韓国の必要以上の執念と1ポ 
ストマンの、つかむ、肘鉄等、机 
暴な行範が数多くあった。しか 
し、第一関門を接戦の末とはいえ 
勝ち、いいムードで中国戦を迎え 
ることができた。 

中国戦は、恵まれた体格を利用 
した強引な個人プレ—を主体する 
中国であったが、ロングポスト 
は、 サイドと 今までのパワーに_, 

2人および3人の、コンビネーシ 
ョンの攻擊と防禦においても、ユ 
1ゴ n — チ仕込みの、 マンツ！ マ 
ンと、変則右45度のポジションを 
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スを敷くなど- • U 本に対する研究 
め跡がぅかがえた" 

10本チ5-ム >- J 0 アジア大会に、 
攻防のコンビネーションが、いま 
ひとつかみ合ず単発的な動きが多 
い、 is も N 点にすることが出来 
なかったことが敗因であり、初参 
加"初優勝のチャンスの大事な試 
<：：を落し残念である® 

精神的な強化、個人技術の向上 
と原点に戻り次回を— 指して頭張 
.りたい。 

競技の総評と反 - i 

19 77年 ( 昭和 52 年)第 1 回 
0 アジ了逸手権がクウ X1 卜で閗 
催された"参加国は、日本、中 S 
镩国"サウジアラビア、パレスチ 
ナ、クウ卜、アラブ首長国連 
邦、パレ—ン、イラクの9力国 
であ r た= 

日本は 、 m I ロッパに目を■同け 
るのが早く、^時のアジアは、ク 
ケ.31!卜と屮国が中心とな e て* 

T ジア連腊が設交された"日本 
は、 アジ T では出遅れた感があっ 
た。し44、アジアにおけ.る公式 
戦では常.勝であり"今大会を^え 
るまで、アジ r の 頂点に frte して 
きたのであるじ 

アジ了-0.ハ x ドボ！ルは大 S ! し 
て r U 本、クウ H 1 卜、中国、鹑 
m に分けて；えることが出来る。 

クウュートとサウジ -/ ラビ了を. 


屮心にアラブ諸国のハンドボール 
普及、強化は、異常なまでの力の 
入れ方である。各クラブチームに 
は高価な；報酬.でョーロッパ、特に 
東欧から-、優秀な指導者を招い 
て、長期間にわたって強化を続け 
ている。 

中！：は"近年、3丨ロッパとの 
交流を盛ん [ C し、遠征、招待を綠 
り M して技術導入に懸命である。 
■ 人技術はすでにパワフルなもの 


を備え著しい進歩を遂げている。 
また、役員、選手の切り換えが多 
く、やっとこの1年でメンバ1の 
固定化に成功したよぅである。い 
かに底辺の大きさを感じさせる。 
昨年、 ユーゴス ラビアからコ ーチ 
を招いて、戦術的に.もョー . n ッパ 
スタイルを取り入れ、世界を目指 
す意気込みが感じられる。 

_国は8 6年、19 00 00年 
と' アジア大会、ソウルオリン b ° 


ックのホスト国として 高校生、. 若 
手.に湿手の切り換え0時期で、着 
々と 準備が進められている。走る 
ハ- V ドボ1ル"粘. り 0ハンドボ ー 
ルを nr 指して強化に励み、軍隊に 
入隊させ、専門的な粗織強化を図 

つている。 

防！ I 抆術面にはみるべきも0は 
ないが、攻撃面においては、スピ 
! ドの ある 速い動きには目を見骚 
るも0がある。 

男子ハンドボール界にあって、 
初めて日本.の牙城が崩れた今、謙 
虚に.反省 L なければならぬだ，ろ 
う。しかし、技術面、精神面、戰 
術面では、決して劣っているわけ 
ではない。 

まづ、底 52 にも.う一度目を向け 
直し、素材の発掘を考えねばなけ 
れば.、ジュニアの強化である。選 
手のレベルアップはいうまでもな 
いが、今後、ョーロッ■パの強豪と 
増々交流を積み、試合©キャリア 
を積ませる必要を強く感じる。試 
合のキャリアと： T 技術、戦術はも 
とより、審判墓準の違いをゲーム 
を通じて体験させる'ことである。 

ョ -- ロッパの判定と.、アジアの 
判定、そして、国内での判定が、 
テクニックの可否は別として、基 
準の統一化に：〇を向ける重®性を 
強く感じた。闘争競技として個々 
0選手の自党を再教育することを 
反省の基と.して、必ずアジア. Q チ 
ヤンピオンの座を奪還する。 















くらし、ひろげるスコのカード 



ファッションから食品まで 
サインひとつでお買物一一一。 

ご入会手続きも簡単です。お気®にお申込みください s 


お变拉いもいろいろ 

_月々のお支払いがラクな 

リボルビング払い 

❹手数料なしのおトクな 

一回払い 

_お求めはいま、お支払いは 

ボーナスー括払い 


SJ 

ジ於スコ 


• 一部地域により职扱っていない 
場合もございます。 

お申し込み、お間い合せは、ジヤスコ各店 
サービスカウンター X は、販売員におたず 
ねください。 
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ごらん a ごさい独特のリブ聆ネ幻:バイ、 
ル間段差0この“ 32而体人 v スリップ 
構造”で確かな手がかりをつくりたした 
モルテンハンドボールさらにナイロ 

ン糸卷構造を戚こし、すばらし V 、耐久 
• i 生、真球性をも実現. U ： 日本ではじ 
めて国礎ハンドボール連盟 ( I . H . R ) 
公認を獲得。ハンドボーラーの FK 到 
的な人気と信賴を集め B 、ます 
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アジア大会で中国優勝決定の一瞬 


ボールを含む. J ;. ぅ強行することが 
出来た。これは彼の大きな業績で 
ある。彼はまた、クウヱ！ P 政府 
の資金からタラフレックスコ^~卜 
の費用を支出するよぅ設備面でも 
影響力を行使した。 

大会の運営ほ、第一義的にアジ 
アハンドボール協会の責任であり 
アジアハンドボール協.会は、第？ 


副^ M でもある ィンドア マチュア 
.ハンドポ I ル協会金.長® ■ -モ！ド. 
アリ氏、および V フヱリ I の指名 
記録員、タィムキーパー、試合.監 
督人の任命などを含む大会運営の 
技術面について共同して指導に当 
った IHFPRC 委員長ヵール • 
E . ワン氏の協力により進められ 
た。アジアの国際 A レフヱ リーの 
サ—ビスも活用され、大会は スム 
丨スに何の事故もなく進められ 
た。 

IHF 会長ボール•へグベルグ 
氏および理事長マックス•リンケ 
ン パ！ガー 氏 もまた 第9回 アジア 
大会特別組織委員会.のゲストとし 
て大会期間中出席した。彼らは大 
会について好意的評価をしてくれ 
た0 


ゲ14の水準は、比—に合 M 
的なものであった。ハンドボール 
というスポ！ソは、ヨーロッパ諸 
国に比べアジア諸！！ではまだ若 
いぬ中国、日本、韓国、クウェ— 


ド.アルア1マッド•アルサバー 
が議長をつとめ、 以下のメンバ ー 
が出席した。 

第一副会長モード • アゾ * アブ 
ル、理事長シアド•アブル/ハッ 
サン、理事ファリツド * M •アジ 
!ル、ホニ1ル • H •ポルノ、 K 
ワタナベ、フランシス•ホ 、 K • 
アラ カワ〇 

① 理事会は一九八二年4月8日 
にクウ H 1卜において行われた前 
回理事会の議事録の確認にょり始 
められた。 

② 理事長ょり大会のため行われ 
たアレンジメントを要約した報告 
が行われた。 

執行委員会提案の⑴提訴委員会 
⑵技術委員会⑶懲戒委員会の構成 
を承認した。 

© 技術委員会委員長モード•ア 
ブル氏は、執行®員会で検討され 
た取り決めの詳細について理事会 


た" 

インドの大衆および主催者にと 
つては、 これら 上位 4 チ ー ムによ 
るスリルがあり、技術豊かなプレ 
—を見ることは新しい経験であつ 


④ 懲戒委員会委員長ファ y ッド 
•アジール氏は、自分の委員会は 
重複を避けるため技術委員会と合 
同することに同意する H 理事会 fc 
通知した。 

彼は技術上の取り決め全般およ 
び懲戒上の事案がもし生じた場合 
は、その件を含めて取り敬うこと 
とされた。 

⑤ 総会議題を検討し、共通する 
議案は総会で まとめて取り扱うよ 
うにするという 修正案を提案し 
た。また、総会の承認の後質問書案 
に対する意見を各メンバーからも 
らうため その案を各メンバ ー. に配 
るよう にす ることが 提案された D 

⑥ 次の通常総会が一九八四年才 
リンピック大会の時行われる こと 
を承認した。 

⑦ 一九八三年に予定されている 
次のアジアハンドボ—ル選手権 . A 
会の実施を承認した。 


卜と いぅ順位のチ！ムは、熟練した。 

た高い技術水準のゲームを展開し 

AHF 理事会議事録 

__ I __ 一九八二 年 111 月加日 I 

AHF 理事会は執行委員会に続に報告した。理事会はその取り決 
いて開かれた。シヱイク•ハヒッめを承認した。 


ハンドボール競技が、アジア大 
会の M 史の中で初めてデリ—にお 
ける篥9回アジア大会で行われ 
た。はじめ10チームがエントリ] 
したが"結局、日本、中国、韓国 
アラブ首長国連邦、クウヱート、 
サウジアラビア、バ I レン、イン 
P の8.チ—ムが大会に#加した。 

ハンドボ—ル競抆は II 月23日に 
始まり、11月29日 I 日を休息□と 
し II 月 R 日に終了した。第1次ラ 
ゥンドでは-リーグ戦方式が採られ 
各テ1*ムは同ーグルーブの他のチ 
1ムと戰い、準決勝以後は： ノック 
T ゥト方式がとられた。 

試合は、牛前と午後にデリー大 
学の タラ フレックス屋外 n I 卜で 
行われた。競技場とスタジアムは 
ハンドボ！ルのための室内スタジ 
アムがデリー.になかったので、屋 
外コ ー トが新しく作られた。 

アジ r ハンドボール協会会長 
. E * シ X'' ■イク.アアヒツド) 
は、アジ了太会の副会長でもあつ 
たので、彼は T ジア大会にハンド 


第9回アジア大会 

ハンドボ I ル競技総評 

AHF 理事長 

シアド•アプル•ハッサン 
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本社：名古屋市中区錦一丁目11 -18 (興銀ビル） 
TE し名古屋 (052)201-51 <大代表)〒 46 Q 
支社：東京支店：大阪 


事務 a が全加^国に手紙を送り 
その A 会の関催巾し出を待つよう 
r する.ことが指示された0 


八 二 年11 月 23 日、デリ J の ビグヤ 

y . パハワンにおいて会長シヱィ 
ク•ハヒッド •アル•ア •，マッド 

.アル：サバ、—の司会の下に開か 

こ©総会は出席率は良く、アラ 
ブ首長国連邦、韓国、サゥジアラ 
ビア、シリア、日本、中国、 ィラ 
ク 'パレスチナ、 バー レン、パキ 
スタン、インド、クウヱ' —卜 、ホ 
ンコンの13力国から26名の 代表が 
出席した。 

總会の初めに、会長はすべての 
代表に歓迎の意を表わし、この総 
会へ. Q 良好な出席状況は、加盟諸 
国の熱心な関心の表われであると 
強調した。この総会では、今後の 
アジアハンドボール協会の指導的 
役割を果すことになる重.要な討論 
が行われ、アジア協会がさらに効 
果的に運営されることになるだろ 
ぅとした。 

総会議事 

①前回の第 3 回通常総会 (一 九 
八一年 4 月 12 日.香港：)の議亊隸 
は前もって配布されてあったが、 


以上全ての議題を終り理事会は 
閉開した" 


②遝事長ょり一九八一年おょび 
一九八二年のアジアハンドボ！ル 
協会の事業報告がされた。この報 
告で理事長は協会の仕事の顕著な 
点について報¢1した。また、この 
期間に国際レフ X リー講^!会が A 
級 レフヱリ—の 資格を獲得するた 
め クウヱ ートにおいて開催された 
ことを報告した。 

その他重要な活動として、4つ 
の委員会が極東諸国と連絡をとり 
ハンドボール競技の開始、普及に 
努めたことを指摘した。そして、 
AHF の最も大きな業績は、第9 
回アジア大会に初めてハンドボー 
ル競技を採用した会長シ X ィク • 

ハヒッド • ア！マッド.アル，サバ 

1の手腕と努力であると指摘し 
た。アジア大会では AHF の中国、 
日本、韓国、サウジアラビア、バ 
彳レン、アラブ首長国連邦、イン 
ド、クウヱートの8力国がエント 
リーした大会を初めて円滑に開催 
できた "0 アジアハンドボ ー ル協会 
は、大会のハ y ドボール nt 卜に 
タラ フレンタスを ^ い fc り、 g * 
を溪甲：する資金をふんだんに供給 


し、 アジアの 青年のための利益を 
はかった クウ ヱート政府に封し感 
謝の意を表明した。 

理事長は、最後に会長シェイク 

•ハヒッ.ド.アル* T 1マッド • 
アルサバ！のアジアハンドボール 

協会に対する援助を強調すると共 
に"シ X イク •ハヒッドが10 C 
のメンバーに選ばれたことを報告 
した。このことはアジアハンドボ 
丨ル協会の大きな名誉であり、最 
初の国際組織のメンバーとしてそ 
.の地位を主張できるよぅになった 
と報告し、そ Q 栄誉と責任はアジ 
アハンドボール®会も共に分つこ 
とになると結んだ。 

③ AHF 会計フアリ—ド•アジ 
I ル氏は、総会に協会財務の詳細 
を報告した。彼は一九八〇年と八 
一年の会計状況を簡単に報告し 
た。 

@議題の主要なものは加盟国協 
会により提出された提案であっ 
た。 サウジアラビアが 二つ、 イン 
ド四つ、クウ X 彳卜、韓国が三つ 
の据案があり、同様提案は一緖に 
取り扱われた。 

討論の最初に会長は、 AHF は 
アジアハンドボール選手権大会に 
ベストを尽しており、この大会は 
3年毎にのみ可能であるといっ 
た。イラクは H が直面している困 
雖0ためニル八一年大会を開催で 
きなかった"そしで、この大会の 
ft りに一九八二年 A s t Ecb S ァ 


ジア大会が行われた。彼はまだこ 
れからハンドボ—ルを始めなけれ 
ばならないアジアの多くの国があ 
り、それが {7 U 成した後女子ハンド 
ボールに目を向けることができる 
と述べた。同様のことは加盟国か 
ら提出されたジュニア大会につい 
てもいえるとした。 

次にィンド代表ヵプール氏より 
提案された〃広報，の提案は採択 
された。会長は将来四半期毎の 
「ニュ ース •レ タ！」 を 発行す る 
ことを総会に保証した。 

⑤次の総会を一九八四年〇サン 
ゼルスで行われるオリンピック大 
会の時行うことに総会は同意、必 
要な措置は事務局により取られる 
ことと した。 

⑧一九八三年に行われることに 
なっている次のアジアハンドボー 
ル選手権大会開催に関する件、韓 
国のキム氏は、彼らが大会を開催 
する意志があると由-し出た。ボル 
ノ氏は決定は関係国メンバーにし 
かるべき相談をした後行われるベ 
きであるという意見を述べ、会長 
は決定は行わないで全ての加盟国 
に照会した後行うことに賛成し 
た。 

以上議事終了。 

(一九八二年12月 15 日付•理事長 

アブル*ハッサン氏よりの手紙 

を要約した) 


AHF 第4回通常総会議事録 

___ 一九八二年111月121日 

AHIF 笫4回通常総会は、一九国の反対はなかった.。 
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ドボ-"ルの本場に 
大いに学ぶ 



ン 



ッとした感じであった。 

空港からホテルまでは、15、6 
分の距離であったが、想像した以 
上に緑が多く、その中を走る車の 
ほとんどが中古車と.いぅことがと 
くに®象に残った" 

宿泊および食事については、経 
済状況、食糧事情等から、ある程 
度9:.覚悟をしていたが、以外 K 1 も 
閑静な中級のホテル、食事は近く 


芦あるスポーツセンタ ー |:水泳、 
テニス、フ土ンシ>ダ'沣捽.、、..ユ 

二 T 専門の体育館：)の食堂で' 内 
容は'、ナシ：.ョナルプレ j ヤーが合 
{伯中に摂取する高カロリ 10. メニ 
r だった。 

到着後直ちにネデフさんとスケ 
ジユ1ルの打ち合せをしたが、出 
発前われわれが要望した点を充分 
組み込んだ綿密周到なスケジユー 
ル表を見て、さすが世界有数の監 
督は違ぅなと感心をした。 

▽ 9 月4日 

午後4時半ス a ! オフの待望の 
第一戦、立ち上がりから前半終了 
まで、時差ボケの影響、！：： K 旅の疲 
れチ—ムとして始めての海外試合 
の緊張感が葷なり ☆ って元気が無 
く、しかも i .: スが続発して17対 13 
で先行される。しかし、一汗かい 
た後半は見違えるよぅな®刺とし 
たプレ—で換回し/終了直前鮮や 
かな速攻からのシユートがゴール 
を割って劇的な逆転勝ちで第一戦 
を飾•つた。 

▽ 9月5日 

朝食後ショッピングでデパート 
に出かけた。この日は日曜日で、 
店内は人で賑わっていたが、多い 
のは人々だけで陳列の品数は少な 
く、しかも品貧は日本とは，比べ物 
にならない泣0粗悪さであり、特 
に家電商品等は、20年前©洗濯、 
冷蔵、テレ：このようだった。 
ところで、=こではヤミ ' K ル交 


換人のコールがラるさく"!1く先 
々で声をかけられ1そ.の M にレー 
卜が上って最後ほ55レィまでつり 
上げての催浞だった。 C 正規©レ 
—卜は 1 ドル 11レィ) 

ショッピング後、•女子ナショナ 
ルと男子ジュニアナショナル、女， 
子リーグー部上位'同士の2.試合を 
観戦したが、日木では見られない 
異質なカードに興睬を持っ.た。 

午後、男子2部上位の対戦を見， 
学した。この一方 Q チームは、.自 . 
動車メー カ I のクラブチ^ —ム■であ 
り、22.年前19 6 〇年 fo 来日した 

時のル I マニ T ナショナルチ—ム - 
のゲームメーカーであった：「1スタ 
ケ選手が檻督として采配をふる？ 
ていたので、全員で R 体式©応援 
をした結果、これに応えて接戰 S 
末、勝利を.収； Q た。一方敗れたチ 
丨ムの監督は、美しい中年の女性 
であったが、ゲーム終了 m 、 n ス 
タケ監督が差し出す手に顔をそむ 
けて握手したのには驚いた。負.け 
て涙ぐむ優さしい a 木.女性、ソ'ッ 
ボを向 く 気の強いョーロ>パ女 
性、女性の質の違いを、か.いま見 
た感じであった。 

▽ 9月6日 

午前、大使館を訪問し、■書記官 
から食糧事情が惡く、特に牛肉は 
ほとんど一般人の手に人ら 食い.こ 
とを聞くとともに、われわれが■受 
けている特遇は、この国では最良 
の ものであることを知 h -< 関係者 



V/LJISISJIVC^ 


▽ 5CT3 日 

この夜21時 3.0 分1ルーマニアの 
招聘を受けて成田を出発、 T ンカ 

レツジ、 ハンブルグ、ミュンヘン 
を経て、ハンドボ—ルのメッカで 
ある憧れのルーマニ T に到着.した 
肌羅か「たドイツとは違いブカ 
レ.ストは雨上りで蒸暑くその土、 
税関を通過す るのに 一時問以 h も 
かか¢1せっかちなわれわれをい 


らいら.させた印象の M い第一歩だ 

つた。 

しかし、出迎えに来てくれたズ 
ングザ、モックリ、ギョロメ0.ネ 
デフさん(ルーマニアナショナル 

チームの監督、 S 43 年来日}通訳 
のダーナーさん(妹が三菱商事に 
勤務〕共に. M 日家の暖かい歓迎ぶ 
りは、沐制め冷たさとは違いラテ 
ン系®陽気で親切な画 r - 触れてホ 


— is — 





ic 深く感謝せずにはいられなかっ 
.&= 

タカ- . Q 時から第2®、相手が大 
学の寧独チ！4であ U 、 技術的 ic 
は差が無く^み易い^手■たった 
が" IE 本チームが外围チームと対 
谶した場今/共通の弱点である" 
体格を學かしたロングとポストを 
.巧みに併用した攻撃、戦法を守り 
切れず、攻めては、高.い防®®！に 
戸速いを感じてただ壁の外を動き 
廻るのみ。しかも壁に違ぎ5れて 
パスのタィミングおよび n — スを 
乱してミスの.連綾、シュートも、 
ぎり#りの不利な態#から®シュ 
—卜の後に GKr - 蛘くク9ア—さ 
れて得点出来ず、結局勝てそうで 
勝てないゲ I ムの結果であった。 
▽ S 月 T 日 

ル1マニァ%1チ1ム、クラブ 


チ—ムではおそらく世界で3本の 
.指に人.る強豪のステ T 1チ‘—ムと 
対戦した。 



前半揹て身で蹋んだ日体大が、 

12 〇%の力を発揮した見事な奇 
襲玟搫にステアー•はたじたじで1 
点を争う好ゲ！ム.。しかもあわや 
と M 待に小躍らせる1点のリ ー ド 
で前半を終えた。 

しかし、後半を迎えた彼等の攻 
防は物凄いの一言に尽きるような 
展関だった。とくに前半セーブし 
ていて:@立なかったルーマニア •© 
エース•スティンガー(西ドイツ 
で開催された前回の世界選手權大 
会の得点王)を中心としたパ. 1 7 フ 
ルな速攻、2次攻撃 ( 中盤の展開 
が中心)、セットオフヱンスと目 
を見張る多®多彩な政撃で押し寄 
せて来た。まるで津波のような破 
壊力だ.った。 

特にスティンガーの個人技は凄 
さを越えて物凄いとの印象を受け 
た。なにしろ506を石秒切るスピ 
1ド、三 m 跳で 13 111を越えるパ 
ネ、驚いたことに3歩ステッブで 
なんと73|11投げる(いずれもネデ 
フさんの体力評)というの•たか 
ら、まるで陸上選手の 5 種か la 種 
競技の一流選手の運動能力を有し 
ているわけである。 

因みにプレ 1- H では、1対1に 
なればスピードかフ X イントで必 
ず抜かれ.たし、12*3111からの口 
ングシュ . ^卜数本に対し GK が| 
一:4ボ t ル rc 触れなか.ったどころ 
か"動けず瞬く間にやられる程© 

ス-一 _J I ドと ny トロ I ルがある© 



だかまかなわない。 


ネデフさんの話では、攻撃力の 
全てを兼ね備えた選手であり、ル 

—マニアハンドボール界が生んだ 
最萵のブレ—ヤーと.の激賞だった 
が、この選手とプレーさせ、この 
選 f * の素晴しい個人技を目の当り 
に見ただけでもルーマニアに来た 
甲斐があったと思える程の凄い選 
手だった。 

ゲ|ムの結梁は、前半 16 対17、 
後半9対27のバスケットカウント 
の惨敗だった。 

▽ 9 月8日 

午前中、ネデフさんのコーチを 
受けた。ネデフさんは、練習およ 
び戦のゲーム分析から日体大チー 
ムはディフヱンス面の強化を図る 
ことが先決であり、具体的に.は1 
対1の防御力を高める練習法、次 
に述，係プレーの基本であるフオロ 
I デイ7 - -i ンスカを高める方祛 r 
つ：いて- Q コーチングを受けた-.- 


攻辇面では、3段階、 4 m 階の 
攻撃方法.であるコンビネーショ y 
プレー、フォーメーションプレー 
の攻撃を高めるべきであり、この 
プレ 1® 組立て©ポイントは、ポ 
ストプレ^—、サイドプレ^―を、王体 
としたチームプレーを築きあげる 
，ことがこれからのチ^~ムづくりの 
課題であろうとの指摘を受けた。 

最後に、日体大の選手全体おょ 
び日本の選手全体にいえること 
は、技力の弱さである。したがっ 
て、技力を強化させるためのトレ 
丨ニング法を編み出すことが日本 
のハンドボール界にとって最も« 
要な課題であろう。私は、 43 年に 
訪日した時、大崎電気の女子の投 
カトレーニンダ法の一つ.に、每日 
13m スローを練習の中に取り入れ 
て充分効果が上ったが、これ等も 
良い方法の一つだと思うし、陸上 
の投てきのトレーー'ーング方法等.も 
採用してみたらどうかとの重要な 
アドパイスをいただいた。日本の 
ハンドボール界全体が耳を傾けな 
ければならない@値0あるアドバ 
イスである。 

夕方5時から.第4戦、ネデフさ 
んのコーチングが功を奏したかの 
ょうな展開で快勝した。ネデフさ 
んも、してやったりと御満悦の体 

であつた.。 

▽ 0 月 9 日 

4 n から.は、ブカレストから .8 
6 Gkm 離れた.パイヤマーンとい 


う、ソ連、ブルガリアに近いハ -y 
トボールが最も癥んな町での合宿 
である。 

夜1部リーグの2位地元ミナヮ 
チ—ムと H 本にお馴染みの警察官 
チームのデイナモ ( 3位：}との公武 
リーグ試合を観戰したが、驚いた 
ことに4 〇 〇 〇人収容のスタンド 
は、立錐の余地もない程の Mif 
員、それどころか、外には2十人 
以上が入場出来ないといケ盛況ぶ 
りを現実に見て、なるほどなとル 
. —マニア®強さの一端に触れた^ 
いだった。 

ゲ—ムの内容は，、予想通り1点 
を追う白熱戦になり.、プレ！の一 
つ一つが、まさしく勝利に執念を 
燃やした男と與のぶつかり合いと 
いった熾烈な戦いだった。#に後 
半の中 M - 以降は、ミナヮ於1回、 
ディナモが2冋計3度も2人の退 
場者をを出し FP 4 人で戦い抜い 
た場面は、日本では考え5れない 
すさまじいものであった。 

更に心に残ったことは、地元チ 
丨ムの物凄い応援とプレーヤ—の 
一体感である。#に終盤は.入場者 
全員が立ち上がり、あるダル i -/ 
は肩を組み、あるグル—-プは手を 
振り上げて、チ^~ム名であ2|、ミ 
ナヮ、ミナヮの X 合唱、これに呼 
応して燃えるような M 手0ハッ K 
ルプレーこれこそチ^„ムスポーッ 
0 HM であり、ハンドボール0魅 

力だと感じさ.せら-れた。 
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8へ 9 — 8 す 
1 \9 — 711 


アメリカ 〔順位〕©ノルウエ14勝1分® 
'ルーマニア3勝2分⑨西ドィツ3 
勝1分1敗⑩ブルガリア2勝3敗 
コンゴ ⑪アメリカ1勝4敗⑬コンゴ5敗 
▽決勝リーグ 


ブ 


レ 


ガリア 


ソ 


連 1596 M 6 8)14 


東ドイツ 


£ リ P ューゴ 27m6MH14)25 韓国 


ユ1ゴ17一125 18 9j17 東ドィッ 

〔順位〕①ソ連4勝1敗@ハンガ 
リ —3 勝1分1敗(得失点差ブラ 
ス 10 )③ユーゴ3勝 1 分 1 敗(得 
失点差プラス 7) ④東ドイツ2勝 
2分1敗⑤チュコ1^4敗®韓国 
5敗 

• K 予選リ—ダの対戦も含む 


束ドィッ 16-(88||86)14^;:1^韓国 26(12141 11211一23韓国 


r r-7 


i ン m ) 18 ン i>s 2 o {10 io M 115 }J 


ノ ル 


ア 


谋ドイツ 


!4 へ——4一 


〔順位〕①ソ連3勝②韓国1勝1西 ド，ノ 
2 1712 -.Vアメリヵ分1敗(得失点差プラス1.1 ) ③ル 
丨マー i ァ1勝1分1敗(得失点差 

/ レ/1マィナス3〕®ブルガリア3敗 ノ ル 
W ユい2541 | 1 8 S13 アメリカ ゥ X1 

ウ r s / Vi リ—グ C 組 


第8回世界女子選手権 

ソ連が初優勝む^ ▽ 


第 atil 世界女子選手権大会は、 
12 月 2 日から12日までハンガリー 
が 1.2 力国が参加して行なわれた。 
今太 会は、3位までがロサ，\ゼル 
ス ，オリンピックの出場権を得ら 
れる といぅことで各国とも予選リ 
1 グから 激しい試合を展開したが 
ソ 連が； If -: 戰を制して初優勝を飾つ 
た。 また、アジア代表の韓国は、 
強宠ョ ーロッパ勢を相手に善戦徤 
闘、 見事決勝リーグ進- m を果たし 
た。 

▽予選 リ ー グ A 組 



C 順位〕①ハ y ガリI、東ドィツ 
2勝1分@ノルゥユ11勝2敗® 
アメリカ3敗 

▽予選リ—グ B 組 

轉 国 A 刪 Mml o J I P 
ソ AlirJ 
ゾ 連2313101 llliolr 韓 H 

ル丨マ 8 6 ——9r ブル 
ニ ア11 12I8J1 ガリア 


ュ丨ゴ <?f“)s 西ドィッ 
ユ—ゴ 27(207! 1 7 4)11コンゴ 
チヱコ 18 ( 810! | 710 ) 17 西ドィツ 
西ドィツ32{1913||64)10コンゴ 

ユ丨ゴ 221111M9 7)16チ 1 ' コ 

〔順位〕®ユーゴ3勝©チヱコ2 
勝 1H 放③西.ドィツー勝2敗④コン 
ゴ3敗 

V . '-〜12位決定リ！グ 


t — ；：旦"])功西ドィッ 
nlj2¥ ,アメリヵ 
5 丨 yrns” Y ンゴ 

パ HIlylM 6 S 西ドィッ 

ノ ル68——8一6ル 丨 

ウヱー181 8 T マニア 

W リ n 31 mM 119)20 コンゴ 
西ドイツ 27(13141168)14 アメリカ 


* ドィツ 2 H 914 I 1117 V チエ コ 
ソ連三11101:1152ユ—ゴ 
か yly 31 msM 謹)25韓国 
東ドィツ 28 U 14 M 10122 T 韓 国 
ソ連14{59!|66-)12チ： 

ユ—ゴ1 9 2 '4 yy 

チェコ 20(713 m118 )19 韓国 


ンガ 


a 17 {1.07 M H 17 A ドイツ チ，コ更訓| 1 8 5 ) 13 n ンゴァメリカ 1909 11”) 16 


コンゴ 


r 


20( &11||107 _)17 チェコ 





ブラザー電子タイプライ ターが 
1984年ロサンゼルス 

オリンピックの 
公式タイプライターに 
選ばれました。 
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lypewriters 
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基志なとくに。ハスの其去 ST 
して攻搫のパターンとして主要な連係ブレ 
1' スカイ プレ ー などを 一流プレーヤ T 0 
連続写直?、初心者にもわかりやすく解説。 


■節八ンドボ■ル 


宇津野年一著 

B 6判/定価 500 円 


f 


■ルハンドブック1£著肖 


1■ル教本 

<5糾 g 価600円 

一噥11ル技術— 円 

i 八ンドボ I ル技術〈請 r 

八ンドポ—ルの 


技術と戦法 


ヨアン•クンスト.ゲル 

マネスク著/木野実、 

杉山茂監修\中村 I 夫訳 

A 5 判 X 定而2 9 〇 dR 


3 0 
-- 2 
6 
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版^ 7 ®Ia 

1 公 r 

合- riE 亩 
镯ガ神1 e 
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ッレ ftffl 振 


• rT 千 D 1 

ポ ft - 都79 
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臟ヴくりは毎 U の快眠，快;食から… 
爸れに適度なスポーツも 
欠かせません。 

私達は哲様の健康を願って 
蓮品づ (!) に努めます。 




r . m 丙尤33占 cr 抱詨ください。 



! 滋養強壮•虚弱体質に 

• にんにく抽出エキス•ビタミン B ! .賊分解： D ¥ ■スゼタミン. 

才 

_薬用人参.牛黄ゼタミ > SH 二 M 二く抽 tM ェキノ . Sffi 

匕^】7 




運：^製薬棟式菪社 

つつブガ本 社〒553大阪市福島这檟島3 丁包1莕初号 
TFL .(0 e )4 5 8-8 3 0 i (代 j 
中央研究所亍 729-64 広島県高田郡甲田町大字下田日 f 四 
広鳥工場 TLU 082 6 4 5)2 33 1 


〇 


コ—卜に出ると伸閟とのわだかまりが 
消えて しまぅ、 不思議だなあ 

きのぅ、ちょつとしたことでチームメイトと心のわだかまりを残 L'T しまつ 
た。でも' 一度コ ー トに出. a と、そんな心はいつの間にか消えていた.：…6 
ごん々-^験、あなたにはありませんか。チ—ムワークづて素晴しいものな 
んですね。ビクタ！のニユーカラー〈ネットワーク〉も、鍛えぬかれた.シ：ン 
ブルなボディの中に、•ビデオ•オーディオ機器との絶妙なチームワ！クと 
限りない発展怯を秘めています P: たと -X. ばビデオデッキやビデオカメラ、 

ステレオ：など.とのシステム化、さらにビデオディスクをはじめキャブテン 
システムやホ r ムコンピュ ー ターなど新しい峽像ソースを自在に楽し. tf 新 
技術など•など。我れらのハンド伸簡にぜひ加えたい •<► 
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昭和 58 年度予算編成概要(案) 

一般会計（収入の部） 


科 

百 

昭和57年度予算 

昭和58年度予箅 

備 考 

1. 負 

姐 

金 

% 850, 000 

4 350,000 

加盟金，日本リーグ負担金 

2補 

助 

金 

I 

3,- 000 

3,825, 000 

日体協補助金 

a 事 

業収 

入 

2 S , 780, 0 Q 0 

17,540,000 



ィ登 

録 

金 

9, 670, 000 

10,00 a _ 



口検窠審査料 

5, 400* 000 

5, 400, 000 



ハ開 

催権 

料 

2,710,000 

2 f 140, 〇〇〇 


二機関誌購読料 

11, 000, 000 

— 

昭和58年度11, 0孤000は特别会計へ 

4 .寄 

付 

金 

6, 000,000 

16.. 675, 000 



イ OLP C 基金 

1, 000_ 000 

1, 000, 000 



〇 その他の寄付 

5, 000,000 

15； 575, 000 

1 

5預 

金利 


3, 000, 000 

4, 000, 000 


打特別金計から繰入 

h 520,200 

8恥,000 


7繰 

越 

金 

14 294-, 292 

1 G , 000, 000 


| m 入 

会 

計 

05 a 329,柏2 

4% M \ 咖 

— 1 

1 


■九八三年の幕^けと共に各競 
技徑0啤ぽ共に、 nlr ンゼルス. 
オリンピック人会を H 指して、活 
筇な勤きをみせはじめてきた。わ 
が協'/- ■ 【も本年 ii なわれる男*女の 
オリン，ヒックアジア予選、女子の 
1二大陴 J ' 起をはじめ男‘女の第 4 
[ U 1 ジュニア世界選手権大公に l!n 
え、 B 子 Q ロサンゼル K 国際トー 

ナメント〔デ-レオリンビック)と 
&多く.： ' oril 際.試合に追われる年明 
けとなった" 

最 d のアジア地^の著るしい進 

#は，昨年未：のアジア大会の結果 

が如実！1-平 T 如く、 U 本にとって 

, I L I _ スエ鼓の逼であり、オリンピ 

7ク大^出場を第一の目標とし、 

総力を結: S して努力する年の始ま 

りで4おる。 

B / X 0 財奴の m . gi は、-般会計 

でほ別-^3、叮和； s 年度^算徧成 

微要0如く総額六二、，八_:,7〇 


00で編成され、こ Q 外特別会計 
として、日本体育協会の委託事業 
の全日本男•女の欧州：遠征•第 4 
题ジュ1 i ア世界選手権アジ T 予選 
.本大会(男•女)•ジュニア研 
修合宿 (1).(1) として、五七、 
四..八明、〇〇〇。補助事業とし 
て、強化コーチ巡回指導、スポー 
ッ傷¥保険。スポーッ医科学研究 

として、二、二六〇、〇〇〇"ま 
た、協会単独事業として、 n サン 
ゼルス•オリン。 ヒック 大会アジア 

予選(男•女)。同三大陸予選(女 

子)。ロサンゼルス国際トーナメ 

ント C 男子)' 高校生強化合宿、 

機関誌発行事業、物 af : n 販売事業と 

して、五二、九〇〇、〇〇〇の総 

額 I 七四、八二四、四八〇.が計上 

され、2月閗催される全国評議 II 

4 r H 事会において審議決定され 

る.こと) C なつている'。 

これに必要な財滁は、負担金、 


新しい年の財政 

財源について 

——— I I I - AWV - 

☆ ☆ 清水 正 
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一般会計（支出の部） （単位円) 


科 

目 


昭和57年度予算 

昭和58年度予算 

備 考 

1 

加 

盟 

金 

660,000 

660, 000 

1 F•A F . 日体協加盟金 • 牟会費 

2 

亊 

務 

費 

23,893, 000 

24, 730,000 




ィ人 

件 

費 

9,843, 000 

10, 800,000 

各種保険料を含む。 



口運 

営諸 

費 

7, 480,000 

7. 880, 000 

通信運搬費，借損料，消耗品費等 



ハ旅 


費 

4,020, 000 

3, 300, 000 

1 F • AF 総会，評議員会，理事会 



二渉 _ 

外 

費 

1, 000,000 

1, 000, 000 




ホ保 

険 

料 

150, 000 

150, 000 




へ賞 

盃 

費 

800, 000 

1, 0 G 0, 000 


1 


卜雑 


費 

600, 000 

600, 000 


3 

団体補助 • 大会費 

4, 380, 000 

4, 880,000 


4 

普及関係事業費 

4, 090,000 

2, 890, 000 


5 

審判関係事業費 

2,166,000 

2, 660, 000 


6 

競技力向上事業費 

4 600, 000 

6,600,000 


7 

特別会計へ繰入 

670, 000 

8, 760, 000 


8 

予 

備 

费 

5 ; 980, 492 

11, 000.000 

j 

支 

出 

合 

計 

6〇! S 29 r 4犯 

62 t 18 ft 000 

1 


補助金、娈訐金、事業収入、預金 
利 p ® 団基本財産/広止料 i 
関誌 y 寄付金、そ0他等でまか 
なうととになるが、現拭勢下にお 
いては" 

@4来務の多 a 化 
③各種行事の拡大(特に国際関 
係) 

@袖助、委託事業の増加 
® 選手強化活動0活発化等の必 
要経費が増大され、収入財源と支 
出とのパ-フンスがともすれば乱れ 
がちになっており、事業•運営に 
見合う定$&財源の確保が強く望ま 
れている。 

定常財源の確保については、 

① 加®、登録金(チーム数の増 
加)。 

② 賛助金0 K ： 金)。 

③ 広告料(機関誌〕。 

© 事業収入©増加。 

⑤基本 M 症®増額(利子の増如) 

等が考えられると共に、経費の節 

.約、詰行事の精選等もまた重要な 

ことがらとなってくるわけであ 

る0 

特に部年度の一般会計収入予算 

のうち菡#金が一六、五七五、〇 

00計上されており、これは従来 

のオリンピック基金 I 、〇〇〇、 

oootc 一般寄付金 I 五、五七 

五、000の内訳で、このことに 

っぃては昨年12月13^顧問1参 

卜^オーナ加盟0体長会議が 

開催され、定常財 M 確保について 


盤 m が行なわれた。 

そ Q 椿果0まとめとして、-斉藤 .. 
会長が財源の確保についてはまず 
〇:分達の手で"関係者の協力を得 
て必要財源を確保するための創意 
工夫と努力を払うことが第一であ 
り、全員で努力しようと提案し、 
参加者全員の賛同を得ましたの 
で、新年度より財源プロジ X クト 
チームが中心となり活動すること 
が確認されました。 

昭和 58 年度予算案作成について 
は、各部より提出された事業計画 
について常務理事会で重点目標と 

して、ロサンゼルス•オリン h ° ッ 

ク太会出場を挙げ、' m 状より検討 
し、最大限の収入財源を基盤とし 
作成されたため、従来国内で行な 
われていた諸行事が予算的に圧縮 
された形になったが、それぞれの 
部門においてこれを最大限に活用 

し効果を挙げることを期待するも 

のである。 

おわりに本協会が財団化されて 

より2年を経過し、財団設立の寄 

付金の合計は五一、六六一、〇〇 

〇となっているが、現在未納が各 

府•県で七、六六〇、〇〇〇、施 

盟団体六九〇、〇〇〇、合計八' 

三五〇、〇〇〇となっており、各 

府、県、闻体のそれぞれ©事情は 

あると思うが、基本財産の増加 

は、定常収入の軍要な財源となっ 

ている Q で"是非本年中になんと 

か完納されるようお M い L ます。 
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便和 JT す0ダ朽キヤッシュカード0 


攝け - ぉち\ 轉しじ’ • ぉ振り込がこ • 


ダイ 7キャッシ^カード1, 
枚で、現金のお預け入 f 
れ，お引き出し、ダ f ワ木 
支店や他17へのお振り込’ 
みなどがスビーデンにすませ 
られまず。通帳もハンコ M 
りません„ハンデイな]枚、あ 
なたもお侍ちにな*?ませんか《 



と®^含 


預金も信託も… 


大和銀行 


进他行へのお振，込み(二あらかじめ 
登锌が必要で十 P 



奥歯も歯ウラも 
きれいにみがけます。 


❶歯弦巷さんおすすめ 

0、.正しいみがき方が 

でき4 V 6- H ソ〇 

馨7倍の速さで.みがけ 

'る口！リング式です。^ 

•充電式だ办ち、旅行 ， 

に4便利です。 ^ 

•婦みがきの時間のわ.か.る 

砂時計つきです h 


5 、 

11 / 


シ 


k 響ブ壬ブ 

—シヤワ1 5 R の汗を流すように、 
爾のよごれを落としてシェイ。フアップ// . 


ジエツト水流が 
歯と歯ぐきを 
守ります0 


器 ^700 

_シ5卜冰！歯ぐ'^^5 
の健康によい適度な腔 of - t 4 




市 


ン 



/// 


刺激を与えます。 

▼食べカスを洗い流し、 ,□: 
口. M を除きます0 

零水流はゆるくも、 

強くも調整できます。 


¥射 
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23121211161414 23 27 

II II I II I I 

1011101014 4119 7 


- 2G — 


15 i - 

lli 

10I& 

1016 

9 1 2 
X 1 

キケン 

17—4 

キケン 


33—4 

2713 

2114 

20—7 

312 
11 

14— 8 

1015 

311 
11 

1517 

916 

17—5 

15— 0 
512 
13 — 12 
キゲン 
キケ X 


希-望ヶ fe 

mfi 

大相南 
茅ヶ綺北陵 
霧ヶ丘 
麻溝台 
磯子エ 
横浜東 
横浜商大 
三 '4 
綾瀨 
県相模原 
松陽 
藤沢北 
大沢 
瀨谷 

逗子 
港北 
相武台 
西湘 
大和 
相模台エ 
関東学 
和泉 
湘南 
桐光学 
秦野 
橫須賀学 
平塚江南 
槙本 
戸棰 
磯子 


潢浜商工 28 - 2 :^ 1 rmx 
生 m ^19 百合ヶー tj 
大清水.15—14±井 
桐 ft 1415' 新城 
川和21—12日野 
法政二23110上鶴間 
翠嵐 151.10 ■県鎌倉 
多摩29—10清水ヶ丘 
▽準々決勝 

横浜商工25—13生田 
桐蔭 21110 大清水， 
法政一一 1818 川和 
多摩18—15翠嵐 
▽準決勝 

横浜商 H 23 lmM 8 6)34桐 
一3多 


法政こ 221391158^ 


▽決勝 


横浜商 H 20 n 9 M 811)19 法政-一 


ni 

八女子> 

▽1 回戦 

川和 15—2 
五領ケ合 1119 
横浜南 715 
橋本 キケン 
川崎北 12—5 
多摩 12—5 
明偷 1519 

機子 9- 

横須賀大津 G 1 3 
桜丘 UIS 
上^間 キケン 
座間 nla 
淳本.車' 9 1 5 


秦野 
大沢 
北鎌倉 
霧ヶ丘 
翠嵐 
藤沢北 
上溝南 
七里ヶ浜 
市川崎 
鶴嶺 
鶴見 
大和 

蠢羣 


高璩 1 S 1 を 
富帥 111-3 
大和南 1417 
茅ヶ崎北陵_ 10—3 
城山 1314 


C 

摩 


戸塚 
橫浜東 
藤沢西 
生田 
県商工 
生田東 
県川崎 
高津 
綾顔 
▽ 2 固戦 
成美 
横浜南 
川崎北 
明倫 
磯子 
.桜丘 
上鶴間 
金井 
和泉 
富岡 
城山 
戸塚 
生田 
生田 A * 
高津 
相模原 
V3M 戦 
成美 
明：# 
桜丘 


20 j 3 


キケン 

22—11 
16—8 


3017 

loi 

13100 
10—9 
1416 
14—6 


1415 
16—& 
2111 
1914 
12—6 
1417 


16113 
20—11 
1618 


3313 

61 〇 
1 1 

キケン 


麻 _ft 
齊木女 
立野 
厚木商 
瀬谷 
港北 
平塚江南 
百合ヶ丘 
新城 
清水ヶ丘 
日野 
希望ヶ丘 
岡津 
松陽 

川和 
五領ヶ台 
橋本 
多摩 
逗子 
横須賀大津 
座間 
厚木東 
高浜 
大和南 
茅ヶ崎北陵 
横浜東 
藤沢西 
県商工 
県川綺 
綾瀬 

槙浜南 
川崎北 

a 子 


金井 
和泉 
城山 
生田 
商津 
▽準々決» 

成美 
金井 
和泉 
高津 
▽準決勝 

m *12( 

高津12{ 
▽決勝 

高#19( 


26 14 上鶴間 
1116 富 ffi 
戸塚 
7 j 1 6 生 a 東 
1512相模原 

14—9 明偷 
1716 桜丘 
1218 城山 
12—4 生田 

4 8 -M5 6 U 金井 

7 M 1 8 V 和泉 


〇 I 


命三重県高校秋季大会 


513)18 成美 


(11月21、 
八男子 V 
▽ 1回戦 
津エ 
▽2-回戦 
亀山 
四日市西 
四日市南 
桑名 
尾鷲 

日塞一 

海星 
西日市ェ 
▽ 3 回戦 
510:市 H 
尾鷲 


23、28日) 


19110四日市中央 H 


6 — 1 
1 1J 

2513 

5-—3 
1 1 

46—4 

813 
1 1 

37110 
2216 
22—8 


桑名工 
朝明 

習-- t 

桑名北 
桑名西 
高田 

津ェ 


25—6 亀山 
18114 四日市酉 


IPM 

一各 !_ 地 | の|記 1__ 録 | 川和. 

湖南 

♦神奈川県高校新人大会 51キ 
C 1 G 月24、3.1日、11月7、1.4、21日野 


3 磯子 
<爲子 V 上鶴間 
▽1 回戦 秦野 
川崎北 17 i 14 榄浜南 法政二 
川崎市. H .15- I 10 光陵 県鎌倉 
藤沢西14—10柏陽 横須賀学 
犬清.水 キヶン伊勢原 平塚江南 
富岡 2116 五領ヶ台 翠嵐 
七驵ヶ浜1213神奈川エ 清水ヶ丘 
希望ヶ氐 16 — 12 鶴嶺 橋本 
横薛東 18110 桜丘 戸塚 
県鎌倉 22116 城山 多摩 


松 m 丰ケン湘南通 V 3 回戦 


瀬谷 17111 県川崎 横浜海エ 
▽2 .回戦 川綺市エ 
横浜商 H16113 川崎北 百合ヶ丘 
逗子 キケン生田東 生田 
港北 1018 鎌倉学園 大淸水 
川綠市 H15I5 柿生 金井 
西合ケ丘 28 —5 鶴見 桐蔭 


相武 fj11110 神田 新城 
西湘 16—12 上溝南 川和 
生田 16—14 藤沢西 日野 
大淸水 14110 慶応 法政二 
太和 Y13 科学扠 県鎌倉 
桕模台エ 22|4 姻エ大附 翠嵐 
金 # 16110 膳商工 淸水ヶ丘 
M 蔭 16—I2S 岡 多摩 
00^ 1313-4-V‘M 上 g 間 
新城 615 0^0 V4 回戦 








日生笫 I I23123 四 nrli - 南 
3PTC1 

桑名 2517 海星 
▽準_ 

四口市 X23U ? M54VM 鷲 

*ft26„2r1■7bj3 日 生第 j 一 

▽決勝 

SIX 25 { 14 HN 9 B) 17 桑名 

<女子 V 
▽1 问戦 

津女 la—3 桑名 
四日市丙 171.10 桑名北 
朝明 14112 律西 
焦山 1219 园日 1IJ 
M 胬 2515 四日 市南 
上野 12 10 松阪女 
▽ 2 四戦 

暁 15 18 津女 
网日市西2316朝明 
M 0 15113^ 山 
上野10 — 6-©日市商 
1 

暁 2512131 I1IV 四日市西 
上野 135?||64)10 尾鷲 
VI 

0 16 6 UI144V .L 0 

♦第34回大阪府高校新人大会(中 
央大会) 

-■nH,27v£ 

<男子> 


▽1 回戰 

初茬 23111 茨木 
摂津 I 8 i 17 堺東 
天王寺 12111 桜宵 
都鳥 H21114 上宮 
桃山 1919 大阪商 
貝塚南 19117 枚方 
三国丘 15114 春日丘 
此花 24 16 池田 

▽ 2 回戦 

此花 28111 摂津 
桃山 2117 三国丘 
都島エ 24I13B 塚南 
初芝 24123 天乇寺 
▽準決勝 

初芝 20812 M 69 j 15 都島 H 
桃 1.1J1367 M 5 6 U 此花 
▽決勝 

桃山 2115111 IIB18 初芝 

八女子> 

回戦 

豊島 1116 三島 
鶴見商 1919 東百舌鳥 
萁面 10 19 香里丘 
宣真 0013 枝方 
摂津 816 桜宮 
泉北 9.15 信爱 
城南 1917 貝塚南 
四天王寺 615 初芝 

▽ 2 回戦 

城南 15112 箕面 
鶴見商 M 101& 宣真 
四天王 +1013 祺津 


豊& ll —6; ft 北 
▽準決勝 

城 s {78 n)s 豊 S 
四天王寺7 43 M 03 V 鶴見商 
▽決勝 

四天王寺 7 52! 11 1 V 城南 

♦三重県高校新人大会 
(1 月8、9、 10 日) 

八男子> 

▽1 回戦 

桑名工 2313 日生第二 
四日市西 28 | 8 四中エ 
高田 30121 桑名北 
尾驚22 j 8朝明 
四日市 20116 亀山 
津エ2011 津 
桑名 22 ' ls 四日 Jtr 南 
海星 23116 桑名西 

▽ 2 回戦 

桑名工24—18四日市 
桑名 46i2 高田 
四日市西 14112 津 H 
尾鷲 23 1 17 海星 

▽ 05 回戦 

四日市西 25113 桑名工 
桑名 28 19 尾鷲 
▽決勝リーグ 

四日市 h25 ( 1213m8 4 ) 12 四日市西 
M 名更 71.3M1133 S 口市.西 
Eflsiall^n 桑名 


C 順位..〕®四 y 市工業2勝}③ 
桑名商校¢1勝 i 敗)©四 □-* 西. 

八女子 V 
▽1 回戦 

尾鷲 30 13 朝明 
四日市商 1712 桑名 
上野 12—0 四日市南 

▽ 2 回戦 

亀山1019尾鷲 
上野 3710 桑名北 
津女 1816 四日市西 
四日市商 20—6 四日市 

▽ 3 回戦 

津女 1914 亀山 
四日市商12|7上野 
▽決勝 yl ダ 

S 1578 M 3 58津女 
津 * 丄 52 II 426 S 日 S 
晓19136112 13四日市商 

〔順位〕①暁高 (2 勝)®津女子 
高 (1 勝1敗)③四日市商業 (2 
敗) 

命第6回北信越高校選抜大会 
(1 月15、16日) 

<男子> 

氷 見 22moi 14 5 V 屋代 
小 松 24: il 1 125'"— *17北 陸 
氷 A 351421 MMT 柏崎エ 
小粗17(9 8 M 89)17 M 代 


北陸 33(15181 198)17 柏崎 .X 
M 代 27f1215! 1518 北 0 
小松 351619M32V 柏？ 
氷 見 18991 1108118 北 0 
M 代 34m5NlL2 一 13 柏 ®X 
來見 il126iIZ3IS 小 

〔順位〕©氷見②小松®屋代 
八女子> 

仁爱女 1257II52T 佐久 
小松市女25 11?4 叫 43 )7高«商 
仁愛女 17 ( 611 ! [ 3 3 V 新瀉江南 
小松市女 21 U 10 M 4 3 丫佐久 
高岡商 16 88 I 14 7 U 新溫江南 
佐久 14(861 137)10 高⑽商 
小松市女25( 917||12 )3新潟江南 
仁愛女 1067! 1549 高岡商 
:佐久 19( 118!I 33 V 新渴江南 
小松市女 13 一 671 12j3 仁愛女 

〔順 S 〕①小松市女®仁愛女©佐 
久 
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日本ハンドボール協会会長 


の斎藤英四郞氏が 
昨秋“勲”一等瑞宝章を 
叙勲されました 


事務局からこ'連絡 
1「ハンドボール競技規則56〜 
59年度」が，できておりますの 
でご利用ください。 

尚英文のものもあります，それ 
ぞれ定価5 0 0円です。 

2当協会への振込あ.を次の通り変 
更いたしました。 

イ 


斎藤英四郞氏は明治44年11月22日生 
現在新日本製鉄(株)代表取締役会長 
(財）日本ハンドボール協会会長に昭和52 
年4月1日就任 


大和銀行渋谷支店 
普通 388749 

財団法人日本ハンド 
ボール協会設立準備 
会 

代表斎藤英四邱 


東海銀行渋谷支店 
普通預金 232—305 

(財）日本ハンドボー 
ル協会 

会長斎藤英四郞 


大和銀行渋谷支店 
普通預金6235845 

日本 ハンドボー ルリ 

—グ運営委員会 
安藤純光 





日本が生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 ( J - H - A ) 




タチカラの ハンドボー ルは縫 ボールと 同じ搆 造のチューブが 離れた 
L • B • C 中空:製法です。 

猶_费乎窃株式金社 


日本ハンドボール協会告知板 


麵細叙動おめでとうこざいます 


口.通常振込 ハ•日本リ1グ関係 


板 

黒 


6〜7日 国体視察 荒川専務(沖縄) 

8〜13日 公認コーチ講習会 (* 少年スポーツセンタ ー) 

11〜13日 第14回男子実業団卜 1- ナメント(上尾運動公園体育館) 
16 日 男子ナショナルチーム ヨーロッパ^ i £ 

19日 昭和57.部度第2回全国評議員会 
昭和57年度第4回全国理事会 




I 『ハンドボ—ル』— 

5E 年 2 月 号 ( 第 2:5 号)目次 

項お剡金日本総合選手権大会 

邊|評 . 安藤純光…⑴ 

戰いの跡 . ⑶ 
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ストップ°&ジャンプ自在。 

グリップカ抜群の ニューソール 装備、新製品 〈スカイ/ N ンドスペシャル〉 


アシックスタイカーの新製品スカ 
イハン K スへシャルはストップ& 
ジャンブが自在にできるハンドボー 
ル専用シューズです t 
写真の底意匠にご注目くたさい。 
梭雑なトレッド（溝）をソール全面 
に刻み込んでいます：これは、 
ハンドボール特有の、多角的な動 
きに対応するためで、とくに拇指球 
下のリンク状意匠はクリッフカを 
飛瞳的に高めますこのため、選手 
は思うよラにストフフでき、また思 


うようにシャンフすることかでき 
ます。 

_甲被はステア表革と銀付へロア 
の2タイフ•独創のカフフソール 
は甲被を食わえ込む設計て、足 
ブレを防ぎます,：♦大型ヒールカ 
ウンターはカカトをガッチリ保持 U 
選手の動作能力を高めます: 

• ♦ i ^ ,クッション性も卓 
ストツフ&ジャンプのスカイノ、ンド 
スへシャルで栄光をつかんでく 
ださい 



スカイハンドスペシ t ル rr __ 

•申 W はステア表革〈ホワイト h SS 付べ D 7» [レンド. a イヤル 
ブル II 地はナイロン■アウター V — ル《ラ“一のかノブ 


.ノール. *D イセルカレ ーX ホVイト' ホワイト X レフ h レット 
k ホフイト-.♦サイス 22A~2a r 0cm 


揲準小売 (its ¥ 12,000 
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K57tt r 7f^t*»or<5o 


3063 HANDBALL SPECIAL 世界選 乒権 0 オリンピック 0 ヨーロ ッパカッブ 〇 ゲーム 

ハンドボールスペシャル 

が高度になればなるほどアディダスの真価は 100 % 

306 S ♦ホワイト X ブラック 

w^m 発揮されます。鍛えぬいた実力を、大切な一戦で確 


実に引き出してくれる ハン ドボール シューズ- ウェア〇 
世界の強豪、そい:われわれが〈スリー•ストライブス〉 
を透ぶ理由は、ただ一つ、勝利への熱!*、意欲です。 
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